
明
治
初
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
形
成

長
老
制
の
場
合

森

岡

清

美

本
稿
は
、
日
本
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
あ
る
日
本
基
督
公
会
が

一
八
七
二
年
横
浜
に
設
立
さ
れ
、
同
類
の
各
個
教
会
を
包
摂
す
る
上
位
の
宗

教
制
度
体
を
構
築
す
る
過
程
で
無
教
派
主
義
が
挫
折
し
て
、
七
七
年
に
長
老

制
の
日
本
基
督
一
致
教
会
の
創
立
に
至
る
過
程
を
、
宣
教
師
の
指
導
と
日
本

人
信
徒
の
応
答
に
注
目
し
つ
つ
考
察
す
る
。

一
、
日
本
基
督
公
会
の
設
立

ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
宣
教
師
バ
ラ(B

a
lla
g
h
,J .H

.,1832-1920)

が
彼
の

英
語
塾
の
生
徒
有
志
の
希
望
に
応
え
て
授
洗
し
た
一
八
七
二
年

明
治
五
）三

月
一
〇
日
朝
の
出
来
事
を
、
横
浜
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
探
索
の
任
務
を
帯
び

た
太
政
官
諜
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

二
月
二
日
﹇
旧
暦
﹈
第
九
字
信
不
信
ノ
生
徒
数
十
輩
輻
輳
セ
ル
中
ニ
テ

教
師
バ
ラ
云
ク
今
日
ハ
別
テ
有
難
日
ニ
テ
此
人
タ
チ
実
ニ
洗
礼
ヲ
望
ミ
私

シ
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
ニ
代
リ
テ
洗
礼
ヲ
サ
ツ
ケ
マ
ス
ソ
レ
ニ
付
テ
ハ
公
会
ヲ

立
ル
事
モ
兼
テ
咄
シ
マ
ス
通
リ
追
々
此
道
弘
マ
ル
ニ
付
テ
ハ
必
ス
ナ
ク
テ

ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
此
公
会
ノ
立
方
ニ
ハ
イ
ロ
イ
ロ
ガ
ア
リ
テ
国
々
所
々
少
シ

ツ
ヽ
規
則
ガ
違
ヒ
マ
ス
然
シ
私
共
ノ
宗
旨
テ
ハ
凡
ソ
メ
リ
ケ
ン
ノ
政
事
ニ

従
ヒ
長
老
ノ
官
ヲ
立
テ
ヽ
此
会
ヲ
守
ラ
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
ソ
レ
故
今
モ
彼
方
寺

ノ
内
ニ
テ
札
入
ヲ
シ
テ
長
老
ヲ
選
ヒ
互
ニ
申
シ
合
セ
テ
夫
々
ノ
規
則
ヲ
立

テ
玉
ヘ
吾
ノ
考
フ
ル
所
ロ
是
々
ナ
リ
ト
其
ノ
規
則
ヲ
挙
タ
リ
取
捨
衆
議
ニ

任
ス
ベ
シ
ト
云
々
此
ニ
依
テ
列
衆
入
札
セ
シ
ニ
小
川
廉
之
助
ト
イ
ヘ
ル
者

ヲ
長
老
ノ
官
ニ
選
ヒ
タ
リ

中
略
）右
様
決
シ
テ
十
二
字
ヲ
期
シ
各
々
午
食

ノ
為
ニ
帰
散
セ
リ

﹇
小
澤1964：

90

﹈

バ
ラ
は
横
浜
海
岸
通
一
六
七
番
の
石
造
の
小
会
堂

在
留
外
国
人
の
ユ
ニ
オ

ン
・
チ
ャ
ー
チ
会
堂
）に
集
っ
た
生
徒
た
ち
に
対
す
る
説
諭
の
な
か
で
、
こ
の

道
が
お
い
お
い
弘
ま
る

受
洗
者
が
増
加
す
る
）に
つ
い
て
は
、
信
仰
を
守
り

強
め
る
た
め
に
必
ず
公
会

教
会
）を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
彼
が
か
ね

て
提
案
し
て
い
た
結
社
の
組
織
化
を
宣
言
す
る
。
こ
こ
に
黙
示
さ
れ
て
い
る
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よ
う
に
、
個
人
的
受
容
か
ら
定
着
へ
と
順
調
に
進
む
た
め
に
は
集
団
的
受
容

を
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
公
会
は
単
な
る
集
団
で
は
な
く
、
制
度

的
集
団
で
あ
っ
て
、
一
定
の
「
立
て
方
」
に
よ
っ
て
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
集
団
的
受
容
は
直
ち
に
制
度
的
受
容
に
接
続
す
る
こ
と
と
な
る
。

で
は
ど
の
よ
う
な
「
立
て
方
」
を
採
用
す
る
の
か
。
バ
ラ
は
云
う
。
公
会

の
立
て
方
に
は
種
々
あ
っ
て
、
国
に
よ
り
地
方
に
よ
り
少
し
づ
つ
違
う
が
、

ア
メ
リ
カ
の
政
体
に
従
い
「
長
老
ノ
官
」
を
立
て
て
公
会
を
守
る
の
が
よ
い
。

つ
い
て
は
、
ま
ず
投
票
に
よ
っ
て
長
老
を
選
び
、
協
議
し
て
公
会
の
規
則
を

定
め
な
さ
い
と
云
い
、
規
則
と
し
て
定
め
る
べ
き
事
項
は
こ
れ
こ
れ
と
そ
の

案
を
示
し
た
う
え
、
提
案
の
取
捨
は
衆
議
に
委
ね
た
。
そ
こ
で
「
列
衆
」
の

投
票
に
よ
っ
て
、米
国
長
老
教
会
宣
教
師
タ
ム
ソ
ン(T

h
o
m
p
so
n
,D
.,1835

-1915)

か
ら
三
年
前
に
受
洗
し
た
小
川
廉
之
助

義
綏
、1831-1912

）が
長
老

に
選
出
さ
れ
た
。
上
引
の
文
書
は
そ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

こ
の
日
午
後
三
時
か
ら
洗
礼
式
、つ
づ
い
て
長
老
按
手
礼
式
が
行
わ
れ
た
。

諜
者
報
告
に
よ
れ
ば
、
バ
ラ
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
の
ブ
ラ
ウ
ン

(B
ro
w
n
,S
.R
.,1810-80)

ほ
か
宣
教
師
ら
外
国
人
男
女
七
名
、
先
に
受
洗

し
て
横
浜
に
在
る
前
記
小
川
と
仁
村
守
三
、今
日
受
洗
の
篠
崎
桂
之
助

1852

-76

）・
押
川
方
義

1850-1928

）ら
九
名
、
そ
の
ほ
か
多
数
の
生
徒
で
礼
拝
堂

が
一
杯
に
な
っ
た
。
バ
ラ
が
上
座
に
な
お
っ
て
右
の
九
人
を
前
に
進
め
、
ま

ず
小
川
と
仁
村
か
ら
彼
ら
に
い
ち
い
ち
宗
義
を
試
問
さ
せ
た
後
、
バ
ラ
自
ら

一
人
一
人
に
対
し
て
試
問
し
、
身
命
を
賭
し
て
教
え
を
堅
く
守
る
決
意
を
確

か
め
た
う
え
で
洗
礼
を
授
け
、
両
眼
か
ら
大
粒
の
涙
を
流
し
な
が
ら
、
私
日

本
へ
来
て
以
来
初
め
て
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
、
と
述
べ
た
。
つ
い
で
、
神
の

命
を
受
け
て
今
日
初
め
て
公
会
を
立
て
、
小
川
さ
ん
を
長
老
の
官
に
選
び
ま

し
た
。
こ
れ
ま
た
私
た
ち
の
力
で
は
な
い
、
ひ
と
え
に
神
の
な
し
給
う
と
こ

ろ
で
す
。そ
こ
で
今
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
に
代
わ
っ
て
小
川
さ
ん
を
長
老
に
立
て
、

彼
に
長
老
の
権
を
授
け
ま
す
。
こ
の
後
あ
な
た
方
は
何
ご
と
も
こ
の
人
の
命

令
に
従
い
、
協
力
し
て
こ
の
教
え
を
広
め
、
外
国
の
宣
教
師
の
手
を
か
ら
ず

と
も
道
を
伝
え
て
こ
の
国
を
守
る
よ
う
、
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
う
言
っ
て

小
川
を
坐
ら
せ
、
バ
ラ
と
ブ
ラ
ウ
ン
は
立
っ
て
小
川
の
頭
に
手
を
置
き
、
祈

禱
し
て
長
老
の
権
能
を
与
え
た
﹇
森
岡1970：

67

﹈。

公
会
設
立
約
一
ヵ
月
後
の
集
会
で
制
定
さ
れ
た
漢
文
の
規
則

注
１
）は「
公

会
定
規
」
と
呼
ば
れ
、
第
一

惣
規
一
ヵ
条
、
第
二

可
信
事
一
〇
ヵ
条
、

第
三

可
行
事
五
ヵ
条
、
お
よ
び
会
中
規
則
一
七
ヵ
条
か
ら
な
っ
て
い
た
。

こ
の
公
会
定
規
を
手
が
か
り
と
し
て
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
最
初
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
社
会
的
性
格
を
探
っ
て
み
よ
う
。ま
ず
惣
規
に（
以

下
読
み
下
し
）、

一
、
聖
書
ハ
神
霊
ノ
黙
示
ニ
ヨ
ル
故
ニ
信
ズ
ベ
ク
行
フ
ベ
キ
ノ
標
準
タ

ル
ナ
リ

と
あ
る
の
は
聖
書
主
義
の
表
明
で
あ
っ
て
、
バ
ラ
の
学
生
た
ち
が
そ
の
年
の

旧
暦
一
月
二
日
か
ら
初
週
祈
禱
会
を
開
始
し
て
二
月
一
日
に
至
り
、そ
の
間
、

連
日
午
後
一
回
、
た
だ
し
水
曜
日
は
午
後
と
夜
の
二
回
、
日
曜
日
は
午
前
・

明治初期におけるキリスト教の教派形成 51
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午
後
・
夜
の
三
回
、
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
・
ヨ
ハ
ネ
伝
・
使
徒
行
伝
・
ロ
マ

書
の
講
義
を
聴
講
し
て
き
た
﹇
佐
波1938ａ

: 107-109

﹈
集
団
経
験
と
、
祈
禱

会
を
媒
介
と
す
る
感
情
融
解
の
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
信
仰

箇
条
は
使
徒
信
条
に
準
拠
し
、
第
三
の
生
活
綱
領
は
十
戒
を
念
頭
に
置
い
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
日
本
の
宗
教
環
境
と
一
六
日
休
日
制
を
考

慮
し
て
十
戒
の
な
か
で
も
、

一
、
偶
像
ヲ
拝
サ
ズ
独
一
ノ
真
神
ヲ
拝
ス
ベ
シ

一
、
其
ノ
他
安
息
日
ヲ
守
リ
神
ヲ
愛
シ
人
ヲ
愛
セ
ヨ

の
二
ヵ
条
を
と
く
に
掲
げ
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
信
徒
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

し
て
つ
ぎ
の
二
ヵ
条
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
洗
礼
ヲ
受
ケ
又
聖
餐
ヲ
守
ル
ベ
シ

一
、
死
者
ノ
為
ニ
神
ヲ
求
メ
ズ
生
者
ノ
為
ニ
神
ヲ
求
ム
ベ
シ

﹇
日
本

基
督
教
会1976：

１
-３

﹈

右
の
末
条
は
、『
廟
祝
問
答
』
坤

や
『
天
道
溯
原
』
第
九
章
の
偶
像

奉

と
祖
先
勿
祀
の
く
だ
り
を
精
読
し
た
信
徒
で
な
け
れ
ば
、
衝
撃
を
禁
じ
え
な

い
価
値
転
換
を
迫
る
箇
条
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、

一
、
皇
祖
土
神
ノ
廟
前
ニ
拝
跪
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二

〇
章
三
〜
六
節
）

二
、
王
命
ト
雖
モ
道
ノ
為
ニ
ハ
屈
従
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
（
使
徒
行
伝
四

章
一
九
節
、
五
章
二
九
節
）

三
、
父
母
血
肉
ノ
恩
ニ
愛
着
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
（
マ
タ
イ
伝
一
二
章
四

八
節
、
ヨ
ハ
ネ
伝
二
章
四
節
）

の
三
ヵ
条
の
追
加
を
主
張
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
入
信
者
の
永
く
心
に
誓
っ

て
固
守
す
べ
き
宗
規
と
し
て
、
宣
教
師
が
括
弧
内
の
聖
句
に
基
づ
い
て
教
諭

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
ヵ
条
を
公
然
と

掲
げ
れ
ば
公
会
外
か
ら
非
難
攻
撃
を
招
く
こ
と
必
至
と
し
て
懼
れ
る
者
も
あ

り
、議
論
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
に
追
加
が
見
送
ら
れ
た
と
い
う﹇
小
澤1944：

386

﹈。
し
か
し
、
維
新
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
七
二
年
六
月
宣

布
の
三
条
の
教
則
に
背
反
す
る
性
格
を

め
て
い
た
こ
と
は
、
記
憶
に
留
め

る
に
値
し
よ
う
。

最
後
の
会
中
規
則
は
公
会
の
管
理
運
営
の
規
則
を
定
め
た
も
の
で
、
原
案

一
四
ヵ
条
に
三
ヵ
条
が
追
加
さ
れ
た
。
計
一
七
ヵ
条
の
う
ち
長
老
の
語
の
あ

る
も
の
九
、
教
師
の
語
の
あ
る
も
の
二
、
執
事
の
語
の
あ
る
も
の
一
で
、「
長

老
ノ
官
ヲ
立
テ
ヽ
此
会
ヲ
守
」
る
趣
旨
は
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
、
若
シ
言
行
教
ニ
従
ハ
ズ
シ
テ
諸
兄
弟
ノ
忠
告
ヲ
聴
カ
ズ
長
老
ノ
訓

導
ニ
従
ハ
ザ
ル
者
ア
ラ
バ
宜
シ
ク
会
中
衆
議
シ
テ
後
長
老
ノ
決
ヲ
以
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テ
之
ヲ
処
置
セ
ヨ

一
、
長
老
タ
ル
者
若
シ
教
律
ノ
言
行
ノ
如
カ
ザ
ル
節
ハ
会
中
衆
議
ノ
上

速
カ
ニ
擯
出
ス
可
キ
事

一
、
教
師
タ
リ
共
右
ノ
件
ニ
準
ズ
可
キ
事

﹇
日
本
基
督
教
会1976：

88
﹈

の
三
ヵ
条
は
「
会
中
衆
議
」
が
公
会
の
運
営
に
お
い
て
重
い
位
置
を
占
め
る

こ
と
を
告
げ
て
お
り
、
と
り
わ
け
長
老
・
教
師
の
言
行
を
「
会
中
衆
議
」
に

よ
っ
て
裁
判
す
る
と
の
箇
条
は
、
長
老
制
よ
り
も
会
衆
制
と
と
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。日
本
人
信
徒
は
こ
の
点
に
つ
い
て
バ
ラ
経
由
の
情
報
し
か
も
た
ず
、

判
断
能
力
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
も
の
の
、
既
存
の
ど
の
教
派
に
も
所
属
し

な
い
無
教
派

註
２
）へ
の
志
願
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ラ
と
ブ
ラ
ウ

ン
が
所
属
す
る
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
伝
道
局
で
は
自
派
の
新
教
会
の
設
立
と

み
な
し
た
と
い
う
し﹇
井
上1982：

40

﹈、
い
ず
れ
に
せ
よ
在
日
宣
教
師
た
ち

に
と
っ
て
新
し
い
公
会
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
る
か
は
関
心
の
的
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

二
、
公
会
規
則
制
定
と
東
京
支
会
分
立

横
浜
の
公
会
設
立
を
契
機
と
し
て
、
諸
教
派
共
通
の
問
題
と
そ
の
た
め
の

宣
教
師
間
の
提
携
協
力
を
協
議
す
る
た
め
に
、
一
八
七
二
年
九
月
第
一
回
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
会
議
が
横
浜
居
留
地
三
九
番
ヘ
ボ
ン
施
療
所
で
開

か
れ
た
。
長
崎
・
神
戸
か
ら
も
集
っ
た
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
・
米
国
長
老
教

会
・
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
・
ア
メ
リ
カ
婦
人
一
致
外
国
伝
道
協
会
の
宣
教
師

に
加
え
て
、横
浜
在
住
の
内
外
の
信
徒
長
老
も
参
加
し
た

聖
公
会
系
の
英
米

宣
教
師
は
不
参
加
）。
聖
書
翻
訳
の
分
担
、
禁
教
下
の
伝
道
方
法
、
教
会
組
織

と
い
っ
た
直
面
す
る
問
題
が
主
な
議
題
で
あ
っ
た
。
最
後
の
教
会
組
織
は
こ

れ
か
ら
設
立
さ
れ
る
教
会
の
教
派
所
属
に
か
か
わ
る
問
題
だ
け
に
、
教
派
の

伝
統
を
尊
重
す
べ
し
と
の
意
見
と
教
派
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
教
会
形
成
を
主
張
す

る
意
見
と
が
長
老
制
教
派
の
宣
教
師
の
間
で
対
立
し
て

註
３
）、
長
時
間
議

論
す
る
も
合
意
に
至
ら
な
い
の
で
、
会
議
座
長
の
ブ
ラ
ウ
ン
が
多
数
派
の
意

見
を
中
心
に
妥
協
案
を
作
成
し
、
漸
く
こ
れ
を
全
会
一
致
で
承
認
し
て
決
議

と
し
た
。
そ
の
結
論
部
分
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

吾
等
宣
教
々
師
は
あ
ま
り
に
顕
著
な
る

教
派
分
立
の
）差
別
よ
り
生
ず

る
弊
害
を
避
け
ん
が
為
に
伝
道
の
方
法
を
一
定
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も

の
な
る
が
故
に
、

中
略
）自
今
吾
等
の
援
助
に
由
て
設
立
せ
ら
る
べ
き
日

本
の
諸
教
会
に
於
て
は
、
成
る
べ
く
其
名
称
及
び
組
織
を
同
一
な
ら
し
む

べ
く
努
力
せ
ん
こ
と
に
同
意
す
。
即
ち
其
名
称
は
基
督
公
会
と
言
ふ
公
同

的
の
も
の
と
な
し
、其
組
織
は
各
教
会
の
政
治
を
其
会
員
の
協
賛
に
由
り
、

教
師
職
及
び
長
老
職
に
由
り
て
執
行
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
。﹇
山
本1929：

40

﹈
宣
教
師
た
ち
の
母
国
で
歴
史
的
に
展
開
し
た
教
派
分
立
の
弊
害
を
「
教
派

を
教
え
こ
ま
れ
て
い
な
い
」﹇
高
谷1959：

286

﹈
異
教
国
で
繰
り
返
さ
な
い
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た
め
、
諸
派
伝
道
の
方
法
を
一
定
に
す
る
こ
と
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
教
会

の
名
称
と
組
織
を
同
一
に
す
る
こ
と
「
公
会
日
誌
」
に
い
う
「
一
名
一
会
」）

が
合
意
さ
れ
、
名
称
は
○
○
長
老
教
会
、
○
○
会
衆
教
会
と
い
っ
た
外
国
の

教
派
名
を
冠
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
基
督
公
会
と
い
う
公
同
的
な
も
の
と
し

(n
a
m
e b

ein
g a

s C
a
th
o
lic a

s th
e C

h
u
rch o

f C
h
rist )

、
組
織
は
会
員

の
協
賛
の
も
と
に
教
師
職
と
長
老
職
に
よ
っ
て
教
会
政
治
が
行
わ
れ
る
も
の

と
す
る
こ
と(th

e
 
g
o
v
ern

m
en
t o

f ea
ch
 
C
h
u
rch

 
sh
a
ll b

e
 
b
y
 
th
e

 
m
in
istry a

n
d eld

ersh
ip o

f th
e sa

m
e ,

w
ith th

e co
n
cu
rren

ce o
f

 
th
e b
reth

ren
)

が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
﹇
佐
波1938ｂ
：
659

﹈。
公
同
的

と
い
い
、「
無
教
派
主
義
」﹇
井
深
梶
之
助1969：
378

﹈と
い
っ
て
も
、
せ
い

ぜ
い
長
老
制
教
派

長
老
教
会
・
改
革
教
会
）な
ら
び
に
会
衆
制
的
な
が
ら
本

来
超
教
派
組
織
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
範
囲
で
合
同
教
会
を
め

ざ
す
し
か
な
い
こ
と
を
、
監
督

主
教
）制
の
聖
公
会
系
宣
教
師
の
参
加
が
な

か
っ
た
こ
の
会
議
で
、ブ
ラ
ウ
ン
た
ち
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
に
違
い
な
い﹇
井

上1982：
102

﹈。
し
か
も
、
こ
の
決
議
に
は
異
な
る
解
釈
を
許
す
曖
昧
さ
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
程
な
く
足
並
の
乱
れ
が
生
じ
た
の
で
あ
る［

Im
b
ree 1914:

4-5］

。
宣
教
師
会
議
か
ら
二
週
間
ほ
ど
た
っ
た
一
〇
月

旧
歴
九
月
）初
頭
、
東
京

在
住
の
会
員
も
來
集
し
、
バ
ラ
、
タ
ム
ソ
ン
の
ほ
か
神
戸
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
宣
教
師
の
グ
リ
ー
ン(G

reen
e ,D

.C
.,1843-1913)

も
参
加
し
て
横

浜
公
会
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
東
京
に
会
を
分
立
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
こ
と
は
組
織
の
進
化
を
促
す
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
て
、「
公
会
日

誌
」
が
「
東
京
ヨ
リ
諸
兄
来
集
」
と
冒
頭
に
特
記
し
た
理
由
も
判
明
す
る
と

い
え
よ
う
。「
公
会
日
誌
」
の
「
如
左
議
定
ス
」
と
し
た
な
か
に
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
日
の
会
議
で
「
公
会
定
規
」
が
改
正
さ
れ
て
「
公
会
規
則
」

の
制
定
を
み
た
と
推
測
さ
れ
る﹇
佐
波1938ａ

：
114

﹈。
改
正
に
よ
っ
て「
定

規
」
の
第
一
惣
則
、
第
二
可
信
事
、
第
三
可
行
事
が
一
五
項
目
に
ま
と
め
ら

れ
て
、
一
か
ら
九
ま
で
が
信
仰
諸
則
、
一
〇
か
ら
一
五
ま
で
が
倫
理
的
な
条

項
と
な
り
、「
定
規
」の
会
中
規
則
に
当
た
る
も
の
が
内
規
条
一
六
項
目
と
し

て
整
頓
さ
れ
た
。
福
音
同
盟
会
の
教
理
的
基
礎
九
ヵ
条
が
冒
頭
の
信
仰
諸
則

の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
﹇
中
村1984：

27

﹈。

改
正
の
要
点
は
第
一
に
、
宣
教
師
会
議
で
取
り
決
め
ら
れ
た
よ
う
に
名
称

を
定
め
、
組
織
を
整
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
会
定
規
で
は
新
設
公
会
は
ま

だ
無
名
で
あ
っ
た
し
、
組
織
も
先
述
の
よ
う
に
長
老
制
と
会
衆
制
の
要
素
が

混
在
す
る
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
東
京
に

分
立
さ
れ
る
べ
き
会
に
も
適
用
さ
れ
る
規
則
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
の
み

な
ら
ず
、
阪
神
に
設
立
さ
れ
る
べ
き
公
会
に
も
適
用
可
能
な
公
会
規
則
を
制

定
し
よ
う
と
い
う
関
係
者
の
意
欲
を
、
グ
リ
ー
ン
の
参
会
に
汲
み
取
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
教
派
規
則
の
原
型
が
み
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
公
会
規
則
の
内
規
条
に
示
さ
れ
た
。
ま
ず
、

一
、
我
輩
主
耶
蘇
ヲ
信
ズ
ル
モ
ノ
ハ
信
心
ヲ
増
益
セ
ン
タ
メ
ニ
此
公
会
ヲ

立
、
且
聖
書
ニ
適
合
ト
公
会
ノ
聖
潔
ト
ヲ
補
佐
ノ
術
策
ハ
長
老
ノ
政
事
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タ
ル
ベ
シ
ト
憶
フ
、
是
故
ニ
我
輩
此
政
事
ニ
従
テ
横
浜
ニ
主
耶
蘇
ノ
一

公
会
ヲ
立
ツ

と
あ
る
。
第
一
条
は
東
京
そ
の
他
に
分
立
さ
れ
る
会
を
含
め
て
「
此
公
会
」

と
い
い
、
横
浜
の
会
は
「
主
耶
蘇
ノ
一
公
会
」
と
し
て
横
浜
耶
蘇
公
会
と
名

乗
る
こ
と
を
含
意
す
る
も
の
と
み
な
し
え
よ
う
。
こ
こ
に
い
う
「
長
老
ノ
政

事
」
は
公
会
の
役
員
と
そ
の
職
務
を
規
定
し
た
続
く
四
ヵ
条
で
明
確
に
さ
れ

て
い
る
。

二
、
総
テ
此
会
ニ
教
師
、
長
老
、
執
事
ノ
三
職
ア
リ

三
、教
師
ノ
職
ハ
専
ラ
祈
禱
ヲ
努
テ
道
ヲ
伝
ヘ
洗
礼
ト
聖
晩
餐
ト
ヲ
行
ヒ
、

長
老
、
執
事
、
公
会
ヲ
監
督
シ
、
又
長
老
ト
偕
ニ
進
教
ノ
者
退
教
ノ
者

ヲ
成
裁
ス

四
、
長
老
ノ
職
ハ
教
師
ト
偕
ニ
進
教
ノ
者
退
教
ノ
者
ヲ
成
裁
シ
、
諸
教
師
、

諸
長
老
、
執
事
等
ノ
行
フ
ベ
キ
事
ヲ
監
督
シ
、
教
友
ヲ
訓
誨
シ
、
教
友

ノ
行
為
ヲ
研
察
シ
、
又
会
中
斉
ク
集
ル
ト
キ
ハ
コ
レ
ヲ
ヨ
ク
治
理
テ
群

衆
雑
乱
ナ
カ
ラ
シ
メ
、
凡
テ
教
師
ヲ
助
ケ
会
中
ノ
諸
事
ヲ
ヨ
ク
司
ル
ナ

リ
五
、
執
事
ノ
職
ハ
専
ラ
銀
銭
ノ
事
ヲ
理
ム
、
捐
助
ノ
モ
ノ
ア
レ
バ
之
ヲ
収

蔵
シ
、
貧
乏
ノ
者
ア
レ
バ
之
ヲ
救
済
シ
、
貧
者
、
病
者
ヲ
ヨ
ク
懇
切
ニ

問
尋
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
且
ソ
ノ
銀
銭
ノ
出
入
ヲ
記
シ
テ
公
会
ノ
望
ニ
任
セ

テ
ソ
ノ
記
録
ヲ
見
ス
ベ
キ
ナ
リ

﹇
日
本
基
督
教
会1976：

６

﹈

宣
教
長
老
と
し
て
の
教
師
の
職
務
、
治
会
長
老
と
し
て
の
信
徒
長
老
の
職

務
、
そ
し
て
治
会
長
老
の
会
計
実
務
を
分
掌
し
福
祉
面
を
担
当
す
る
執
事
の

職
務
が
規
定
さ
れ
、
第
二
条
で
「
総
テ
此
会
ニ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

単
に
横
浜
公
会
だ
け
の
政
治
組
織
で
は
な
く
、
耶
蘇
公
会
の
各
個
公
会
す
べ

て
が
教
師
職
と
長
老
職
を
車
の
両
輪
と
す
る
政
治
組
織
を
も
つ
こ
と
を
言
明

し
て
い
る
。
教
派
規
則
の
原
型
と
い
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
公
会

設
立
の
朝
バ
ラ
が
説
明
し
た
「
長
老
ノ
官
」
の
色
彩
が
強
ま
り
、
宣
教
師
会

議
の
決
議
に
み
る
「
各
教
会
の
政
治
を
其
会
員
の
協
賛
に
由
り
」
と
い
う
会

衆
制
的
な
性
格
が
稀
釈
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

公
会
定
規
の
う
ち
「
会
中
衆
議
に
よ
る
教
師
・
長
老
の
裁
判
」
を
規
定
し

た
会
衆
制
色
の
濃
い
箇
条
は
、
内
規
条
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
た
。

十
五
、
教
師
、
長
老
ヲ
裁
判
ス
ル
ハ
日
本
ニ
公
会
数
多
立
マ
デ
ハ
美
国
ノ

教
師
、
長
老
ノ
裁
判
ヲ
受
ベ
キ
ナ
リ

教
師
・
長
老
の
裁
判
は
各
個
教
会
の
会
中
衆
議
に
よ
る
の
で
は
な
く
、「
此

公
会
」
に
属
す
る
各
個
公
会
の
教
師
・
長
老
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
だ

が
、
日
本
に
各
個
公
会
が
い
く
つ
も
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
日
本
在
住
の
米

国
人
教
師
・
長
老
の
裁
判
を
受
け
る
も
の
、
と
定
め
て
い
る
。
教
師
を
会
中

衆
議
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
と
い
う
、
日
本
人
信
徒
に
と
っ
て
到
底
な
じ
み
が

た
い
箇
条
が
廃
さ
れ
、
当
面
米
国
の
教
師
・
長
老
が
ど
の
よ
う
に
裁
判
を
行
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う
の
か
、
学
習
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
教
師
職
と
長
老
職
に
よ

る
教
会
政
治
と
い
う
趣
旨
が
貫
徹
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
お
そ
ら
く

日
本
人
信
徒
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

公
会
規
則
の
内
規
条
は
第
六
条
で
、「
一
年
ニ
三
月
九
月
ノ
二
回
首
ノ
安
息

日
ニ
各
ヒ
ト
シ
ク
集
会
シ
」
と
年
二
回
の
公
会
会
議
を
定
め
て
い
る
。
三
月

九
月
と
い
う
の
は
こ
の
時
点
で
は
旧
暦
の
こ
と
で
、
翌
七
三
年

明
治
六
）一

月
か
ら
新
暦
が
施
行
さ
れ
、
新
暦
の
ほ
う
が
旧
歴
よ
り
ほ
ぼ
一
月
早
か
っ
た

が
、
規
定
の
文
言
と
お
り
こ
の
年
新
暦
三
月
一
日
、
海
岸
通
の
石
造
の
小
会

堂
で
バ
ラ
を
議
長
、
タ
ム
ソ
ン
を
勧
発
人
、
奥
野
昌
綱
を
書
記
と
し
て
会
議

が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
神
戸
の
グ
リ
ー
ン
も
再
び
参
加
し
て
い
る
。
内
規
条

第
六
条
に
前
引
に
続
い
て
、「
会
中
ノ
諸
事
、
内
規
ノ
改
変
ヲ
欲
ス
ル
ハ
之
ヲ

議
シ
、
凡
テ
道
ニ
進
ム
タ
メ
ニ
衆
議
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

内
規
条
の
改
正
が
議
題
に
上
り
、
種
々
の
意
見
が
出
た
う
ち
、
と
く
に
注
目

す
べ
き
も
の
は
つ
ぎ
の
二
件
で
あ
っ
た
。
第
一
は
上
引
の
第
一
五
条
を
除
く

べ
し
と
す
る
意
見
で
、
教
師
・
長
老
を
裁
判
す
る
規
定
に
日
本
人
信
徒
が
小

さ
か
ら
ぬ
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら

く
宣
教
師
側
か
ら
、
こ
の
種
の
規
定
こ
そ
公
会
の
民
主
的
運
営
を
担
保
す
る

も
の
と
の
反
対
論
が
出
た
た
め
か
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
二
は
内
規
条

第
一
条
の
最
初
の
文
章
を
左
の
も
の
と
入
れ
換
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ

れ
は
採
用
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
曰
く
、

我
輩
ノ
公
会
ハ
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ラ
ズ
実
ニ
主
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
ノ
名
ニ
依

テ
建
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ
且
我
輩
心
志
ヲ
一
ニ
シ
相
與
ニ
勉
励
シ
以
テ
各
ソ

ノ
体
ノ
一
ヲ
具
ン
ヲ
希
望
ス
故
ニ
凡
テ
三
一
真
神
ヲ
信
シ
唯
聖
書
ヲ
以
テ

標
準
ト
シ
而
適
合
セ
ン
コ
ト
ヲ
勉
ム
ル
モ
ノ
ハ
同
ク
コ
レ
耶
蘇
キ
リ
ス
ト

ノ
徒
弟
タ
ル
ベ
キ
ニ
因
テ
海
内
ハ
勿
論
海
外
諸
洲
ノ
信
者
共
ニ
耶
蘇
キ
リ

ス
ト
ノ
故
ヲ
以
テ
一
家
同
胞
ノ
親
愛
各
宜
ク
体
認
ス
ベ
シ
﹇
佐
波1938ａ

:

125

﹈

こ
の
趣
旨
は
、
前
年
九
月
の
第
一
回
宣
教
師
会
議
に
お
い
て
教
会
組
織
問

題
の
紛
議
を
ま
と
め
た
ブ
ラ
ウ
ン
の
提
案
が
前
提
と
す
る
理
念
を
、
日
本
人

信
徒
の
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
、
先
の
公
会
規
則
内
規
条
に
は
盛
り
込
め

な
い
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ラ
ズ
」
と
の
文
言

は
既
存
教
派
に
対
す
る
独
立
独
行
の
立
場
を
宣
言
し
て
い
る
が
、
文
字
通
り

独
立
の
信
徒
集
団
の
形
成
を
構
想
し
た
と
す
れ
ば
、
不
可
能
事
を
夢
み
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
も
し
特
定
の
教
派
に
繫
属
し
な
い
意
思
表
示
と
み
れ

ば
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
指
導
と
支
援
を
期
待
せ
ざ
る
を
え
な
い
日
本
の
現
状
に

お
い
て
、
教
派
分
立
の
弊
を
踏
襲
せ
ず
と
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
理
念
を
盛
り
込
ん

だ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

改
正
意
見
の
採
否
は
そ
の
場
で
決
し
た
か
の
よ
う
に
前
段
で
叙
述
し
た
が
、

実
際
は
そ
う
で
な
く
、
タ
ム
ソ
ン
の
勧
告
に
よ
り
組
手

委
員
）数
輩
を
挙
げ

て
改
正
案
の
作
成
を
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
ま
た
、
日
本
人
信
徒
は

日
本
の
習
俗
を
熟
知
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
他
方
、
西
洋
人
宣
教
師
は
信
仰
箇

条
に
通
暁
し
て
い
る
上
に
改
正
案
を
神
戸
の
教
師
に
も
み
せ
て
意
思
の
疎
通
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を
図
る
こ
と
が
で
き
る
ゆ
え
に
、
委
員
と
し
て
日
本
人
三
人
と
西
洋
人
三
人

を
選
ぶ
こ
と
を
勧
告
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
西
洋
人
宣
教
師
と
し
て
は
タ
ム

ソ
ン

東
京
）・
バ
ラ

横
浜
）・
グ
リ
ー
ン

神
戸
）が
選
ば
れ
た
。
宣
教
師
に

グ
リ
ー
ン
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
定
数
を
三
と
し
、
日
本
人
委
員
は
そ
の
同
数

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
﹇
佐
波1938ａ

：
125

﹈。

同
七
三
年
九
月
六
日
、
ヘ
ボ
ン
施
療
所
付
設
の
礼
拝
堂
で
秋
の
公
会
会
議

が
開
か
れ
た
。
改
革
教
会
の
ブ
ラ
ウ
ン
、
バ
ラ
、
長
老
教
会
の
タ
ム
ソ
ン
、

ル
ー
ミ
ス
、
ミ
ラ
ー
、
以
上
五
名
の
米
人
宣
教
師
、
横
浜
・
東
京
在
住
の
日

本
人
信
徒
二
五
名
が
出
席
し
て
、
ま
ず
公
会
規
則
改
正
の
件
を
議
決
し
、
つ

い
で
タ
ム
ソ
ン
が
東
京
に
支
会
を
開
設
し
た
い
旨
発
議
し
て
小
川
が
こ
れ
を

説
明
し
、
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。
正
式
の
手
続
き
と
し
て
は
、
東
京
に
支

会
を
建
て
よ
う
と
す
る
長
老
小
川
義
綏
ら
信
徒
八
名
が
連
署
し
て
、
横
浜
本

会
長
老
奥
野
昌
綱

1823-1910

）に
支
会
を
建
て
る
こ
と
の
允
許
を
請
う
願
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
横
浜
に
在
る
公
会
の
中
わ
れ
ら
東
京
に
居
住
す

る
者
、
遠
路
不
便
ゆ
え
東
京
に
支
会
を
立
て
て
聖
餐
を
守
り
た
い
旨
の
同
月

九
日
付
け
請
書
を
横
浜
に
送
り
、
同
二
〇
日
午
後
東
京
築
地
で
建
支
会
式
を

挙
げ
た
。

式
は
横
浜
本
会
長
老
奥
野
を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
奥
野
が
「
支
会

ヲ
建
ル
ノ
意
ヲ
演
説
シ
且
許
可
ヲ
請
ノ
連
名
書
ヲ
読
ミ
次
ニ
許
可
ノ
書
ヲ
読

ミ
亦
バ
ラ
師
奥
野
本
会
ノ
惣
代
ト
シ
テ
来
ル
ノ
由
ヲ
述
」
べ
、
つ
づ
い
て
東

京
在
住
長
老
で
あ
る
小
川
が
「
新
規
則
」
を
読
ん
だ
。
新
規
則
と
は
そ
の
年

二
度
の
審
議
を
へ
て
改
正
さ
れ
た
会
中
規
則
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
正
文

は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
さ
ら
に
改
正
し
た「
日
本
基
督
公
会
条
例
」

に
よ
っ
て
推
測
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
長
老
選
出
に
移
っ
て
小
川
が

選
出
さ
れ
た
。
奥
野
か
ら
小
川
に
「
聖
書
ニ
云
ヘ
ル
如
ク
長
老
ノ
職
ヲ
奉
ズ

ベ
キ
ヤ
」
と
問
い
、
会
衆
に
「
長
老
ノ
訓
導
ヲ
受
ク
ベ
キ
ヤ
ヲ
問
」
う
て
、

小
川
の
長
老
職
就
任
が
決
ま
っ
た
が
、横
浜
の
公
会
設
立
の
時
小
川
に
は「
長

老
ノ
権
已
ニ
授
与
セ
ル
ガ
故
ニ
今
別
ニ
不
授
与
ノ
旨
」
奥
野
か
ら
説
明
が
な

さ
れ
、
長
老
按
手
の
礼
式
は
省
か
れ
た
。
つ
づ
い
て
「
本
邦
教
師
ヲ
立
ル
マ

デ
美
国
ノ
教
師
ヲ
頼
ン
ト
欲
ソ
ノ
人
誰
ト
ナ
ス
ベ
キ
ヤ
ヲ
」奥
野
が
問
う
と
、

会
衆
は
皆
タ
ム
ソ
ン
師
と
云
っ
て
教
師
の
人
選
が
す
み
、
奥
野
は
タ
ム
ソ
ン

に
「
教
ル
コ
ト
ヲ
諾
ス
ベ
キ
ヤ
ヲ
問
」
う
て
東
京
支
会
の
教
師
が
決
定
し
た

﹇
佐
波1938ａ

：
134-137

﹈。

タ
ム
ソ
ン
は
公
会
設
立
前
に
横
浜
か
ら
東
京
に
移
転
し
て
い
た
し
、
公
会

が
設
立
さ
れ
た
時
横
浜
に
在
住
し
た
会
員
の
な
か
に
も
、
東
京
の
政
治
的
経

済
的
文
化
的
地
位
が
向
上
確
立
す
る
に
つ
れ
て
東
京
に
転
居
す
る
者
が
ふ
え
、

遠
路
の
た
め
に
信
徒
の
最
低
限
の
義
務
で
あ
る
聖
餐
を
守
る
の
も
困
難
と
な

れ
ば
、
東
京
に
別
に
公
会
を
設
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
正
式

に
公
会
を
別
立
す
る
手
続
き
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。長
老
制
で
は
、

ま
ず
教
師
と
長
老
の
会p

resb
y
tery

を
組
織
し
て
、こ
の
長
老
会
が
新
教
会
の

設
立
を
允
許
す
る
定
め
で
あ
る
。
す
で
に
必
要
な
数
名
の
教
師
・
長
老
は
横

浜
に
い
る
に
し
て
も
、
長
老
会
は
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
か
米
国
長
老
教
会
に

所
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
七
三
年
三
月
の
公
会
会
議
で
「
我
輩
ノ
公
会
ハ

他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ラ
ズ
」
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
以
上
、
特
定
の
教
派
に
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所
属
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
、
七
二
年
一
〇
月
の
公
会
会

議
で
「
東
京
ニ
会
ヲ
分
ケ
立
ル
コ
ト
」
が
了
承
さ
れ
た
の
を
踏
ま
え
て
、
設

立
手
続
き
が
協
議
さ
れ
る
な
か
で
特
定
の
教
派
に
所
属
す
る
か
否
か
が
切
実

な
問
題
と
な
り
、
前
記
の
方
針
に
達
し
た
、
あ
る
い
は
方
針
が
確
認
さ
れ
た

と
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

特
定
教
派
へ
の
所
属
を
伴
う
新
公
会
の
設
立
を
断
念
す
れ
ば
、
残
さ
れ
た

道
は
母
教
会
が
支
会
を
分
け
る
と
い
う
日
本
の
宗
教
界
一
般
の
手
続
き
に
従

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
母
教
会
が
本
会
と
し
て
支
会
の
設
立
を
承

認
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
し
て
、
横
浜
本
会
を
母
体
と
し
て
東
京
に
支
会
が
設

立
さ
れ
た
。
両
者
は
本
支
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
両
者
を
関
連
づ

け
る
上
位
の
機
構
は
必
要
で
な
い
。

こ
の
過
程
に
バ
ラ
が
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

九
月
九
日
付
け
の
願
書
に
対
し
、
奥
野
は
日
本
人
の
慣
行
に
従
っ
て
允
許
の

証
書
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
バ
ラ
に
願
書
を
見
せ
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
横
浜
・
東
京
双
方
の
日
記
に
こ
の
こ
と
を
記
載
す
る
の
み
で
、
許
可
書

を
送
る
に
及
ば
ぬ
と
指
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹇
佐
波1938ａ

：
135

﹈。

し
か
し
、
建
会
式
当
日
、
九
月
九
日
付
け
横
浜
本
会
長
老
奥
野
・
同
教
師
バ

ラ
名
義
の
允
許
証
を
小
川
に
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
る
対
応
の
揺
れ
は
、

こ
の
よ
う
な
新
公
会
設
立
は
バ
ラ
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
こ
と

を
黙
示
し
て
い
る
。
建
会
式
後
間
も
な
く
、
横
浜
・
東
京
両
公
会
の
教
師
・

長
老
ほ
か
関
係
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣
教
師
が
会
同
し
て
、両
公
会
の
共
同
事
務
、

伝
道
事
業
な
ど
を
協
議
し
た
。
長
老
制
で
は
長
老
会
に
当
た
る
も
の
で
あ
る

が
、
長
老
会
と
し
て
で
な
く
、
お
そ
ら
く
総
会
の
名
目
で
両
公
会
の
連
絡
協

議
会
と
し
て
開
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。こ
の
時
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、

米
国
長
老
教
会
の
ミ
ラ
ー(M

iller ,E
.R
.,1843-1915)

か
ら
資
金
提
供
を
受

け
て
、
一
〇
月
八
日
か
ら
二
旬
ほ
ど
奥
野
と
小
川
が
総
武
両
州
に
わ
た
る
広

範
囲
の
回
村
伝
道
を
行
っ
た
。

そ
の
年
一
二
月
に
は
、
両
公
会
は
横
浜
本
会
・
東
京
支
会
と
し
て
で
な
く
、

横
浜
公
会
・
東
京
公
会
と
し
て
、
つ
ま
り
対
等
の
立
場
で
通
信
を
交
わ
し
て

い
る
﹇
佐
波1938ａ

：
139

﹈。
本
支
と
い
う
成
立
事
情
に
由
っ
た
序
列
を
含

意
す
る
呼
称
を
脱
却
し
て
、
本
支
の
絆
を
止
揚
す
れ
ば
、
両
者
を
関
係
づ
け

る
上
位
の
機
構
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
形
態
は
協
議
会
な
の
か
長
老

会
の
よ
う
な
制
度
的
団
体
な
の
か
、
新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
。

協
議
会
か
長
老
会
か
の
対
立
は
会
衆
制
と
長
老
制
の
間
に
典
型
的
に
出
現

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
超
教
派
主
義
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
が
長

老
制
教
派
の
な
か
で
生
起
し
て
い
た
こ
と
は
、
第
一
回
宣
教
師
会
議
に
つ
い

て
み
た
と
お
り
で
あ
る
。横
浜
お
よ
び
東
京
の
公
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
伝
道
局
は
「
我
邦
ノ
公
会
宗
派
ヲ
別
タ
ズ
一
公
会
タ
ラ

ン
事
ヲ
許
諾
」﹇
佐
波1938ａ

：
138

﹈
し
た
の
に
対
し
て
、
米
国
長
老
教
会

宣
教
師
の
間
で
は
根
強
い
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。
東
京
公
会
の
牧
師
に
な

っ
た
タ
ム
ソ
ン
、
改
革
教
会
の
婦
人
宣
教
師
キ
ダ
ー(K

id
d
er ,M

.E
.,1834

-1910)

と
結
婚
し
た
ミ
ラ
ー
は
、
改
革
教
会
と
同
様
に
特
定
の
既
存
教
派
に

所
属
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
意
見
で
あ
っ
た
が
、他
方
、ヘ
ボ
ン(H

ep
b
u
rn
,

J .C
.,1815-1911)

、
カ
ラ
ゾ
ル
ス(C

a
rro

th
ers ,C

.,1839-1921)

、
ル
ー
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ミ
ス(L

o
o
m
is ,H

.,1839-1920)

は
長
老
教
会
伝
道
局
の
援
助
を
受
け
て
教

会
を
設
立
す
べ
し
と
の
意
見
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
ら
か
ら
連
絡

を
受
け
た
本
国
の
伝
道
局
は
、
長
老
教
会
の
正
統
的
訓
練
を
十
分
身
に
つ
け

た
人
材
と
し
て
グ
リ
ー
ン(G

reen
e ,O

.M
.,1845-82)

を
派
遣
し
、彼
を
牽

引
車
と
し
て
七
三
年
一
二
月
中
国
澳
門
の
長
老
教
会
大
会sy

n
o
d

に
属
す
る
日

本
長
老
会
を
組
織
さ
せ
た
﹇
中
島
ほ
か2003：

85，
112

﹈。
か
く
て
、
長
老

教
会
が
横
浜
お
よ
び
東
京
の
公
会
と
袂
を
分
つ
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
同
年
五
月
一
一
日
以
降
、
横
浜
公
会
の
会
員
た
ち

が
聖
日
礼
拝
の
場
を
ヘ
ボ
ン
施
療
所
付
設
の
礼
拝
堂
か
ら
居
留
地
六
八
番
の

ゲ
ー
テ
座
に
移
し
た
の
は
、
公
会
側
の
選
択
で
な
く
長
老
教
会
伝
道
局
の
意

向
が
働
い
た
結
果
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る﹇
同
上：

84

﹈。
こ
う
し
て
、
米

国
長
老
教
会
の
宣
教
師
が
、
教
派
主
義
を
固
執
す
る
者
と
会
衆
制
と
の
提
携

の
可
能
性
を
探
る
者
と
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
各
個
教
会
を
包
括
す
る
無
教
派
組
織

一
八
七
三
年

明
治
六
）二
月
下
旬
に
切
支
丹
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
て

よ
り
、
英
米
諸
教
派
は
続
々
と
宣
教
師
を
日
本
に
送
っ
た
。
従
来
の
総
数
三

一
名
に
対
し
て
そ
の
年
だ
け
で
二
九
名
に
達
し
、
派
遣
教
派
数
は
六
か
ら
一

〇
に
は
ね
上
が
っ
た
﹇
山
本1929：

38

﹈。
そ
の
た
め
、
横
浜
・
東
京
公
会
の

無
教
派
志
向
を
理
解
し
な
い
宣
教
師
が
多
数
と
な
り
、
所
属
教
派
の
教
会
を

設
立
す
る
気
運
が
強
ま
る
な
か
で
、
日
本
長
老
会
の
組
織
化
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
動
き
の
一
つ
は
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
中
心
と

す
る
福
音
同
盟
会
日
本
支
部
の
結
成
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
一
二
月

一
日
夜
ブ
ラ
ウ
ン
宅
で
の
月
例
祈
禱
会
で
結
成
が
可
決
さ
れ
て
、
福
音
同
盟

会
の
教
理
的
基
礎D

o
ctrin

a
l B
a
sis

九
ヵ
条
を
採
用
し
、運
動
拡
大
の
た
め
、

個
人
加
盟
な
が
ら
横
浜
に
あ
る
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
一
名
づ
つ
委
員
を
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。
改
革
教
会
の
ブ
ラ
ウ
ン
、
長
老
教
会
の
ヘ
ボ
ン
、
来
日
し

た
ば
か
り
の
米
国
美
以
教
会
の
マ
ク
レ
ー(M

a
cla
y
,R
.S
.,1824-1907)

、

カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
カ
ク
ラ
ン(C

o
ch
ra
n
,G
.,1834

-1901)

、
米
国
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
ブ
ラ
ウ
ン(B

ro
w
n
,N
.,1807-86)

、

米
国
監
督
教
会
の
サ
イ
ル(S

y
le ,E

.W
.,1817-90)

と
、
主
な
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
諸
教
派
か
ら
委
員
が
出
た
こ
と
で
、
教
派
主
義
を
超
え
る
運
動
に
明
る

い
展
望
が
で
き
た
こ
と
を
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
喜
ん
だ
﹇
高
谷1965：

298-299

﹈。

超
教
派
主
義
の
婦
人
宣
教
師
た
ち
の
激
励
を
受
け
て
公
会
側
も
行
動
を
起

こ
し
た
﹇
高
谷1959：

262

﹈。
す
な
わ
ち
、
日
本
横
浜
東
京
耶
蘇
公
会
総
会

の
名
義
で
七
四
年

明
治
七
）一
月
一
六
日
付
け
の
左
の
よ
う
な
書
簡
を
作
成

し
、横
浜
の
篠
崎
桂
之
助
と
熊
野
雄
七

1852-1921

）を
使
者
と
し
て
京
浜
在

留
の
外
国
宣
教
師
を
歴
訪
さ
せ
た
。

耶
蘇
降
世
一
千
八
百
七
十
二
年
三
月
日
本
横
浜
ニ
会
合
セ
ル
同
国
耶
蘇

ノ
信
者
即
チ
我
輩
総
員
一
致
ノ
協
議
ニ
依
リ
始
テ
日
本
国
ニ
耶
蘇
公
会

ヲ
確
定
セ
リ
是
レ
外
国
諸
州
ノ
各
宗
派
ニ
毫
モ
関
渉
ス
ル
コ
ト
無
ク
単

ニ
聖
書
ヲ
以
テ
標
準
ト
ナ
シ
唯
我
等
ノ
主
耶
蘇
基
督
ノ
名
ニ
依
ル
而
巳
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故
ニ
聖
書
ニ
適
合
ス
ル
者
ハ
皆
是
基
督
ノ
僕
我

ノ
兄
弟
ナ
リ
我
輩
初

実
公
会
ノ
未
熟
ヲ
愍
ミ
宗
派
ニ
拘
ル
コ
ト
ナ
ク
聖
書
純
全
ノ
真
理
ヲ
教

訓
ス
ル
者
ハ
皆
是
我

ノ
教
師
ナ
リ
今
我
輩
敬
虔
ノ
心
ヲ
以
テ
願
フ
所

ハ
耶
蘇
正
教
ノ
外
国
ノ
諸
教
師
諸
信
者
惟
主
ノ
名
ニ
依
リ
聖
書
ヲ
以
テ

標
準
ト
為
テ
其
宗
派
ニ
拘
ル
コ
ト
ナ
ク
又
互
ニ
忌
諱
ヲ
挟
ム
コ
ト
ナ
ク

一
致
協
和
シ
テ
我
ガ
微
々
タ
ル
此
公
会
ヲ
愍
ミ
其
足
ザ
ル
ヲ
助
ケ
速
ニ

我
全
国
ノ
人
民
ヲ
耶
蘇
救
贖
ノ
恩
下
ニ
就
シ
ム
ル
様
ニ
尽
力
ア
ラ
ン
コ

ト
ハ
我
公
会
一
統
ノ
志
願
ス
ル
所
ナ
リ
誠
実
謹
白

﹇
佐
波1938ａ

：

211

﹈

こ
の
書
簡
を
、「
我
輩
ノ
公
会
ハ
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ラ
ズ
」の
文
言
で
始
ま

る
公
会
規
則
内
規
条
第
一
条
改
正
案

四
六
頁
）と
比
較
し
て
み
よ
う
。
主
旨

は
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
改
正
案
の
ほ
う
が
公
会
内
部
向
け
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
こ
ち
ら
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
外
部
と
く
に
宣
教
師
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
文
章
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
の
耶
蘇
教
教
師
・
信
徒

の
方
々
が
、
た
だ
主
の
名
に
よ
り
聖
書
を
標
準
と
し
て
「
宗
派
ニ
拘
ル
コ
ト

ナ
ク
」
一
致
協
和
し
、
未
熟
な
微
々
た
る
こ
の
公
会
を
憐
れ
ん
で
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
を
助
け
、
速
や
か
に
わ
が
全
国
民
が
耶
蘇
救
済
の
恵
み
に
与
れ
る

よ
う
ご
尽
力
願
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
の
「
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係

ラ
ズ
」、
こ
の
書
簡
の
「
外
国
諸
州
ノ
各
宗
派
ニ
毫
モ
関
渉
ス
ル
コ
ト
無
ク
」

も
と
も
に
、
篠
崎
桂
之
助
が
強
調
し
た「
宗
派
ヨ
リ
独
立
」﹇
佐
波1938ａ

：

210

﹈
よ
り
は
、「
宗
派
ニ
拘
ル
コ
ト
ナ
ク
」
つ
ま
り
特
定
の
既
存
教
派
に
繫

属
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
盾
の
両
面
で
あ
る
が
、
な
お
止

目
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
自
ら
の
教
派
の
教
会

を
建
て
る
こ
と
に
使
命
を
感
じ
て
い
る
宣
教
師
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

ア
ピ
ー
ル
は
、
依
拠
す
る
聖
書
の
箇
所
が
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
教
派
が
生
じ

た
歴
史
に
対
す
る
日
本
人
信
徒
の
無
知
を
示
す
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か

っ
た
た
め
か
、
主
教

監
督
）制
を
と
る
米
国
監
督
教
会
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

(W
illia

m
s ,C

.M
.,1829-1910)

の
如
き
、
使
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
か

っ
た
と
い
う
﹇
同
上：

212

﹈。

横
浜
公
会
の
バ
ラ
は
日
本
人
牧
師
が
現
れ
る
ま
で
の
仮
牧
師
で
あ
っ
た
。

バ
ラ
を
始
め
ブ
ラ
ウ
ン
、
タ
ム
ソ
ン
も
そ
れ
ぞ
れ
の
教
派
を
離
れ
た
立
場
で

公
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
と
も
に
教
派
出
身
の
伝
道
者
で
あ
る
か

ら
、
も
し
彼
ら
に
正
牧
師
を
依
頼
し
た
の
で
は
公
会
も
そ
の
教
派
に
所
属
す

る
も
の
の
よ
う
に
な
り
、教
派
主
義
の
人
々
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

横
浜
公
会
は
こ
う
し
た
理
由
を
具
に
開
陳
し
た
牧
師
招
聘
状
を
、
七
四
年
二

月
当
時
会
衆
派
の
米
国
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
在
学
中
の
新
島
襄
に
送

っ
た
﹇
佐
波1938ｂ

：
626-632

﹈。
公
会
を
外
国
の
既
存
教
派
に
所
属
さ
せ

な
い
と
い
う
、
こ
こ
に
貫
か
れ
て
い
る
方
針
は
、
日
本
の
文
明
開
化
の
た
め

に
西
洋
文
明
の
基
礎
を
な
す
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
、

士
族
信
徒
た
ち
の
国
民
主
義
的
な
使
命
感
と
結
合
し
て
い
た
。

同
七
四
年

明
治
七
）四
月
四
日
、両
公
会
は
横
浜
で
合
同
の
集
会
を
開
き
、

前
年
三
月
の
会
議
で
選
ば
れ
た
公
会
規
則
改
正
委
員
の
提
案
を
審
議
し
た
。

提
案
さ
れ
た
の
は
九
月
の
東
京
公
会
建
会
式
の
さ
い
朗
読
さ
れ
た「
新
規
則
」
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か
、
そ
れ
に
さ
ら
に
手
を
加
え
た
も
の
で
、
後
の
「
日
本
基
督
公
会
条
例
」

の
草
案
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
両
公
会
の
牧
師
・
長
老
が
出
席
し
た
ほ

か
、
東
京
・
横
浜
在
留
の
各
派
宣
教
師
に
加
え
て
神
戸
の
グ
リ
ー
ン
を
招
い

た
の
は
、
こ
れ
か
ら
組
織
さ
れ
る
異
な
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
公
会
に
も
適
用
さ

れ
う
る
規
則
改
正

公
会
条
例
）に
な
る
よ
う
に
、
各
教
派
の
宣
教
師
た
ち
か

ら
助
言
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ー
、
カ
ク
ラ
ン
と
い
っ
た
メ
ソ
ジ

ス
ト
派
の
宣
教
師
た
ち
は
、
合
同
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
信
徒
の
運
動
を
評

価
す
る
も
の
の
、
自
分
た
ち
が
教
会
を
組
織
す
る
場
合
に
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
の

方
式
に
よ
っ
て
や
り
た
い
、
つ
ま
り
合
同
に
は
参
加
し
な
い
意
向
を
表
明
し

た
。
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
ア
ー
サ
ー(A

rth
u
r ,J .H

.,1842-77)

は
な
ん
の

発
言
も
し
な
か
っ
た
が
、
浸
礼
を
守
る
立
場
か
ら
合
同
で
き
な
い
こ
と
が
推

測
さ
れ
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
グ
リ
ー
ン
は
、
阪
神
在
留
の

同
労
者
た
ち
は
日
本
人
の
教
会
の
間
に
こ
う
し
た
兄
弟
関
係
を
達
成
す
る
た

め
に
今
ま
で
以
上
に
譲
歩
す
る
意
思
を
も
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
こ
う
し

て
、
教
派
の
区
別
を
取
り
除
い
て
合
同
で
き
る
の
は
、
長
老
制
の
ア
メ
リ
カ

改
革
教
会
・
米
国
長
老
教
会
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会U

n
ited

 
P
resb

y
teria

n C
h
u
rch o

f S
co
ttla

n
d

七
四
年
来
日
）、
お
よ
び
会
衆
派

な
が
ら
超
教
派
的
性
格
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
の
感
化
を

受
け
た
日
本
人
信
徒
に
限
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
た
ち
に
も
理
解
を
求
め
る
こ
と
は
、
福
音
同
盟

会
の
趣
旨
に
合
う
こ
と
と
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
考
え
た
。
な
お
、
こ
の
集

会
で
決
ま
っ
た
改
正
条
項
に
つ
い
て
は
、
宣
教
師
た
ち
に
検
討
の
時
間
を
与

え
る
た
め
六
ヵ
月
後
の
宣
教
師
会
議
ま
で
採
択
し
な
い
こ
と
が
申
し
合
わ
さ

れ
た
﹇
高
谷1965：

308-310

﹈。
こ
の
会
議
の
直
後
設
立
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
系
の
摂
津
第
一

神
戸
）公
会
と
摂
津
第
二

大
阪
梅
本
町
）公
会

の
、
合
同
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

阪
神
の
二
公
会
が
設
立
さ
れ
た
直
後
、
横
浜
で
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の

宣
教
師
年
会
が
開
か
れ
、
上
述
し
た
七
二
年
の
第
一
回
宣
教
師
会
議
の
決
議

に
立
脚
し
て
、「
教
会
合
同
の
具
体
的
基
礎a co

n
crete b

a
sis o

f u
n
io
n

」

と
題
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
①
各
教
会
の
名
称
を
「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
公
会
」
と
い
う
同
一
の
も
の
と
し
、
地
域
的
な
区
別
以
外
に

い
か
な
る
名
称
も
つ
け
な
い
。
②
公
会
の
役
員
は
牧
師
・
長
老
・
執
事
と
す

る
。
③

長
老
派
が
提
案
し
た
と
い
わ
れ
る
）八
ヵ
条
の
同
一
の
信
条
を
受
け

入
れ
る
。
④
上
申
あ
る
い
は
照
会
の
た
め
に
作
ら
れ
る
上
級
の
地
域
的
会
議

は
、
宣
教
師
・
牧
師
・
諸
公
会
の
代
表
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
⑤
す
べ
て

の
各
地
公
会
の
代
表
が
出
席
す
る
年
一
回
の
総
会
は
、
親
睦
と
意
見
交
換
の

た
め
の
連
合
機
関
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
阪
神
二

公
会
の
形
態
を
方
向
づ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
京
浜
二
公
会
と
の
合
同
を

視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
①
〜
④
が
す
で
に
公
会
規
則
に
あ
っ

た
か
、
そ
う
で
な
く
と
も
彼
ら
に
受
容
可
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
示
唆
し
て

い
る
。
し
か
し
、
④
で
諸
教
会
の
代
表
と
言
っ
て
長
老
の
語
を
避
け
た
の
は

と
も
か
く
と
し
て
、⑤
で
総
会
は
連
合
機
関
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
と
こ
ろ
に
、

会
衆
制
教
派
の
譲
れ
ぬ
立
場
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
が
で

き
な
い
﹇
土
肥1975：

38-39

﹈。
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一
八
七
四
年
一
〇
月
、
横
浜
山
手
二
一
二
番
な
る
ア
メ
リ
カ
婦
人
一
致
外

国
伝
道
協
会
経
営
の
女
学
校
に
お
い
て
、
京
浜
・
阪
神
四
公
会
の
長
老
ま
た

は
指
導
的
信
徒
お
よ
び
関
係
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣
教
師
が
会
同
し
た
。
ま
ず
四

公
会
の
一
致
合
同
を
約
束
し
、
去
る
四
月
の
会
議
で
ま
と
ま
っ
た
「
日
本
基

督
公
会
条
例
」
案
を
採
択
し
た
う
え
で
、
な
お
こ
れ
を
各
公
会
で
審
議
可
決

の
後
共
同
の
条
例
と
す
る
こ
と
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
翌
年
四
月

に
つ
ぎ
の
会
議
を
神
戸
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て
散
会
し
た
﹇
同
上：

42

-43；

井
上1982：

82
﹈。

こ
こ
に
お
い
て
漸
く
姿
を
現
し
た
無
教
派
組
織
、
定
義
上
一
個
の
教
派
と

称
す
べ
き
組
織
の
性
格
を
、日
本
基
督
公
会
条
例
に
よ
っ
て
探
っ
て
み
よ
う
。

条
例
は
、
第
一
条
例

信
仰
ノ
諸
則
、
第
二
条
例

公
会
基
礎
、
第
三
条
例

安
息
日
、
第
四
条
例

会
吏
ノ
職
務
、
第
五
条
例

集
会
及
公
撰
、
第
六
条

例

勧
懲
、
第
七
条
例

通
則
、
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
条
例
で
「
日
本
ニ
立
ル
所
ノ
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
ノ
公
会
ニ
於
テ
信
ズ
可

キ
事
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
掲
げ
た
九
ヵ
条
は
、
福
音
同
盟
会
の
教
理
的
基
礎

の
直
訳
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
既
存
教
派
の
複
雑
な
信
仰
箇
条
と
対
比
す

る
ま
で
も
な
く
、
無
教
派
的
組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
福
音
主
義
的
な
信
仰
箇
条

と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
条
例
は
、
か
つ
て
昨
年
三
月
公
会
規
則
内
規
条
第
一
条
に
代
え
る
よ

う
提
案
さ
れ
、
同
年
一
月
京
浜
二
公
会
が
宣
教
師
に
送
っ
た
書
簡
と
同
じ
趣

旨
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

我
輩
ノ
公
会
ハ
宗
派
ニ
属
セ
ズ
唯
主
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
ノ
名
ニ
依
テ
建
ル

所
ナ
レ
バ
単
ニ
聖
書
ヲ
標
準
ト
シ
是
ヲ
信
ジ
是
ヲ
勉
ル
者
ハ
皆
是
キ
リ

ス
ト
ノ
僕
我

ノ
兄
弟
ナ
レ
バ
会
中
ノ
各
員
全
世
界
ノ
信
者
ヲ
同
視
シ

テ
一
家
ノ
親
愛
ヲ
尽
ス
ベ
シ
是
故
ニ
此
会
ヲ
日
本
国
基
督
公
会
ト
称
ス

こ
の
文
章
の
な
か
で
私
が
注
目
し
た
い
点
は
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ

は
、
最
初
の
改
正
提
案
で
は
「
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ラ
ズ
」
と
い
い
、
宣
教
師

へ
の
書
簡
の
段
階
で
は
「
各
宗
派
ニ
毫
モ
関
渉
ス
ル
コ
ト
無
ク
」
あ
る
い
は

「
宗
派
に
拘
ル
コ
ト
ナ
ク
」と
い
っ
た
文
言
が
、
条
例
の
公
会
基
礎
で
は「
宗

派
ニ
属
セ
ズ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
文
言
も
既
存
教
派

か
ら
の
独
立
表
明
の
印
象
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
草
案
と
思
し
き
文
書
に

は
「
宗
派
ニ
偏
倚
ス
ル
ナ
ク
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
「
宗
派
ニ
属
セ
ズ
」
と

訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
偏
倚
」と
は
ど
れ
か
に
偏
り
凭
れ
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
適
切
な
表
現
と
し
て
選
ば
れ
た
「
属
」
も
、
ど
の
既

存
教
派
に
も
所
属
し
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
の
僕
で
あ
る
限
り
ど
の
教
派
と
も

親
愛
を
尽
く
す
と
い
う
態
度
表
明
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
前

の
文
言
も
同
様
に
解
釈
し
て
き
た
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

前
引
の
よ
う
に
「
全
世
界
ノ
信
者
ヲ
同
視
シ
テ
一
家
ノ
親
愛
ヲ
尽
ス
」
と

い
っ
て
も
、
当
面
一
方
的
に
外
国
伝
道
局
の
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
教
派
に
所
属
し
な
い
が
、
所
属
し
な
い
で
も
支

援
し
て
く
れ
る
人
々
の
支
援
を
当
て
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
の

で
は
な
い
か
。
当
時
ブ
ラ
ウ
ン
塾
に
学
ぶ
一
七
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
山
本
秀
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煌
は
、「
将
来
続
々
日
本
に
設
立
せ
ら
れ
ん
と
す
る
新
教
各
派
の
教
会
を
合
同

し
て
無
教
派
主
義
の
一
団
と
な
し
、
其
の
勢
力
を
集
注
し
て
奮
闘
以
て
異
教

徒
に
当
り
、
日
本
に
基
督
の
霊
的
王
国
を
建
設
、
拡
張
せ
ん
と
の
崇
高
、
遠

大
な
る
目
的
に
て
あ
り
き
。
而
し
て
其
の
理
想
を
実
現
す
る
の
難
易
如
何
は

固
よ
り
そ
の
問
う
所
に
あ
ら
ざ
り
し
な
り
」、
と
評
し
て
い
る﹇
山
本1929：

25

﹈。宣
教
師
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
わ
ば
手
弁
当
で
伝
道
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
保
護
下
に
あ
っ
た
若
く
貧
し
い
士
族
信
徒
た
ち
は
、
牧
師

給
・
会
堂
経
費
や
伝
道
経
費
を
自
給
す
る
の
で
な
け
れ
ば
独
立
独
行
に
な
ら

ぬ
こ
と
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

註
４
）。

も
う
一
つ
は
、
公
会
規
則
の
内
規
条
第
一
条
で
は
直
截
で
な
か
っ
た
名
称

が
、
端
的
に
「
日
本
国
基
督
公
会
」
と
名
乗
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
条
例
の
見
出
し
で
は
日
本
基
督
公
会
で
あ
る
の
に
、
条
例
文
で
は
な

ぜ
「
国
」
の
一
字
が
入
っ
て
い
る
の
か
不
詳
で
あ
る

註
５
）。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
無
教
派
の
立
場
か
ら
日
本
の
公
会
に
外
国
の
教
派
名
を
冠
す
る
こ
と
を

嫌
っ
た
初
代
信
徒
た
ち
の
思
い
が
達
成
さ
れ
た
。

第
三
条
例
は
、
安
息
日
の
礼
拝
と
聖
餐
と
い
う
各
公
会
に
と
っ
て
も
っ
と

も
重
要
な
宗
教
活
動
と
儀
礼
を
定
め
て
い
る
。第
四
条
例
は
各
公
会
の
三
役
、

牧
師
・
長
老
・
執
事
の
職
務
を
規
定
し
た
も
の
で
、
会
中
規
則
内
規
条
第
二

〜
第
五
条
を
踏
襲
し
て
い
る
。

第
五
条
例
は
内
規
条
第
六
、
第
七
条
に
、
第
六
条
例
は
同
じ
く
第
一
五
、

第
一
六
条
に
対
応
し
、
と
く
に
左
の
二
則
に
公
会
を
包
括
す
る
「
教
派
」
の

性
格
が
現
れ
て
い
る
。

第
五
条
例
第
一
則

毎
年
四
月
十
月
第
一
ノ
水
曜
日
ヲ
集
会
ノ
初
日
ト
定

メ
牧
師
長
老
一
員
ヅ
ツ
其
会
ノ
委
員
ト
シ
テ
来
会
シ
互
ニ
各
会
ノ
情
態

及
ビ
其
定
議
ヲ
演
説
シ
規
則
ノ
変
換
全
公
会
ノ
保
護
及
ビ
伝
道
ノ
便
宜

ヲ
論
定
ス
ベ
シ

第
六
条
例
第
二
則

牧
師
長
老
執
事
ヲ
訴
案
ス
ル
ハ
牧
師
長
老
ノ
組
ノ
議

定
ニ
任
ス
ベ
シ

﹇
佐
波1937：

458-459

﹈

こ
の
う
ち
五
の
一
は
、
七
四
年
五
月
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
年

会
決
議
の
⑤
に
、
六
の
二
は
そ
の
④
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
条
例
で

は
宣
教
師
の
位
置
づ
け
が
分
明
を
欠
く
点
と
、
年
会
決
議
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
会
衆
派
寄
り
の
文
言
で
あ
る
の
に
対
し
、
条
例
は
長
老
派
寄
り
の
文
言

で
あ
る
点
を
除
い
て
、
両
者
同
工
異
曲
と
い
っ
て
も
よ
く
、
京
浜
の
二
公
会

側
で
は
こ
れ
で
合
同
の
見
込
み
は
つ
い
た
と
楽
観
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一

〇
月
の
四
公
会
会
議
の
席
で
、
阪
神
側
の
グ
リ
ー
ン
が
条
例
に
一
、
二
追
加

す
る
自
由
を
各
公
会
に
与
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
京
浜
側
の
タ
ム
ソ
ン
が
こ

れ
に
強
く
反
対
す
る
一
幕
が
あ
っ
た
と
い
う
﹇
小
崎1924：

24

﹈。
そ
れ
に
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
通
信
員co

rresp
o
n
d
en
t

の
資
格
を
与
え
ら
れ
て

同
年
一
一
月
末
帰
国
し
た
新
島
襄

1843-90

）が
こ
の
条
例
に
よ
る
合
同
に
強

い
反
対
を
唱
え
、
第
一
回
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
会
議
の
成
果
を
会
衆
派

寄
り
に
理
解
し
か
つ
理
解
で
き
る
と
希
望
し
う
る
限
り
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン

に
同
調
し
て
い
た
デ
ビ
ス(D

a
v
is ,J .D

.,1838-1910)

が
こ
れ
に
賛
同
し
て
、

京
浜
側
に
と
っ
て
予
想
外
の
事
態
が
展
開
し
て
い
く
。
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一
八
七
五
年（
明
治
八
）三
月
、
つ
ま
り
四
公
会
代
員
の
会
議
予
定
期
日
の

一
ヵ
月
前
に
、
デ
ビ
ス
が
事
実
上
仮
牧
師
を
勤
め
る
神
戸
公
会
が
大
阪
（
梅

本
町
）
公
会
と
協
議
の
う
え
で
京
浜
二
公
会
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
の
な
か

で
、
公
会
一
致
と
い
う
の
は
か
の
信
仰
箇
条
を
同
じ
う
す
る
公
会
が
毎
年
集

会
し
、
と
も
に
神
を
拝
し
互
い
に
親
睦
交
情
を
厚
く
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

各
公
会
の
権
限
を
こ
の
会
議
に
委
ね
、
各
公
会
で
便
宜
の
処
置
が
で
き
な
い

と
い
う
よ
う
な
、
政
治
的
合
同
を
意
味
し
な
い
も
の
と
希
望
す
る
と
述
べ
、

五
月
下
旬
に
は
米
国
の
宣
教
師
た
ち
が
集
会
す
る
由
で
あ
る
か
ら
、
公
会
の

集
会
も
そ
の
時
期
に
延
期
し
て
は
ど
う
か
、と
提
案
し
て
き
た
の
で
あ
る﹇
山

本1929：
45

﹈。

こ
の
通
知
に
接
し
た
京
浜
二
公
会
は
大
い
に
驚
き
、
そ
の
「

変
」
を
怪

し
ん
だ
が
、
予
定
の
同
年
四
月
、
代
員
と
し
て
バ
ラ
と
奥
野
を
神
戸
へ
派
遣

し
、
阪
神
側
の
代
員
デ
ビ
ス
お
よ
び
新
島
と
会
談
さ
せ
た
。
阪
神
側
の
両
人

は
、
先
に
横
浜
で
議
決
さ
れ
た
日
本
基
督
公
会
条
例
に
は
同
意
で
き
な
い
節

が
あ
る
と
の
理
由
で
き
っ
ぱ
り
と
合
同
を
謝
絶
し
た
。
か
く
て
、
四
公
会
の

合
同
、
す
な
わ
ち
日
本
基
督
公
会
と
い
う
日
本
的
無
教
派
教
団
の
設
立
計
画

が
最
終
段
階
で
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

阪
神
側
が
公
会
条
例
に
は
同
意
で
き
な
い
節
が
あ
る
と
言
っ
た
の
は
、
先

に
掲
げ
た
第
六
条
例
第
一
則
は
長
老
制
の
中
会p

resb
y
tery

を
定
め
た
も
の
、

第
五
条
例
第
二
則
は
長
老
制
の
大
会sy

n
o
d

を
定
め
た
も
の
、と
解
し
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
バ
ラ
と
奥
野
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
年

会
の
「
教
会
合
同
の
具
体
的
基
礎
」
な
る
決
議
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
そ
れ
ぞ

れ
④
と
⑤
に
当
た
る
旨
を
弁
じ
て
説
得
に
努
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
デ
ビ
ス

と
新
島
は
こ
れ
ら
の
文
言
に
長
老
制
へ
の
強
い
傾
斜
を
読
み
と
っ
た
に
違
い

な
い
。
京
浜
側
と
の
度
重
な
る
合
同
の
議
論
に
参
画
し
た
こ
と
が
な
い
両
人

は
、
長
老
制
と
会
衆
制
を
足
し
て
二
で
割
る
よ
う
な
妥
協
を
あ
え
て
し
て
み

た
と
こ
ろ
で
、米
国
に
お
け
る
合
同
挫
折
の
歴
史
に
徴
し﹇
中
島2000：

124

﹈、

と
り
わ
け
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
早
晩
長
老
制
に
な
る
か
会

衆
制
に
な
る
か
の
二
つ
に
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
条
例
の
も
と
で
は
必
ず
長

老
制
に
な
る
と
危
惧
し
た
の
で
あ
ろ
う

註
６
）。
公
会
条
例
を
作
成
し
た
京

浜
側
代
員
は
、
阪
神
側
代
員
の
こ
の
条
例
に
対
す
る
深
い
潜
在
的
懸
念
を
読

み
と
れ
ず
、「

変
」と
受
け
止
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
支
援
を
受
け
て
新
し
い
教
育
機
関
を
創
建
す
る
堅

い
決
意
で
帰
国
し
た
新
島
の
登
場
は
京
浜
側
に
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
本
部
か
ら
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
に
合
同
不
賛

成
を
伝
え
て
き
た
と
い
う
か
ら﹇
中
島
ほ
か2003：

47

﹈、
も
し
そ
う
な
ら
新

島
・
デ
ビ
ス
は
本
部
の
意
向
を
体
し
て
行
動
し
た
の
で
あ
り
、
歩
み
寄
り
の

余
地
は
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
。

四
、
日
本
基
督
一
致
教
会
の
創
立

京
浜
の
公
会
が
阪
神
の
公
会
と
の
合
同
を
め
ざ
し
て
苦
心
し
て
い
た
膝
元

で
、
長
老
教
会
に
属
す
る
教
会
が
あ
い
つ
い
で
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
、
阪
神

側
に
合
同
が
不
成
功
に
終
わ
る
危
惧
を
懐
か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
早
く

も
七
四
年

明
治
七
）九
月
、
ヘ
ボ
ン
夫
妻
の
後
援
の
も
と
に
ヘ
ボ
ン
英
学
塾
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の
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
横
浜
第
一
長
老
公
会
を
設
立
し
、
ル
ー
ミ
ス
を
仮

牧
師
に
選
ん
だ

同
年
一
〇
月
長
老
会
の
管
下
に
入
る
）。
横
浜
公
会
で
は
設

立
に
先
立
ち
先
方
の
重
立
っ
た
信
徒
を
招
い
て
無
教
派
主
義
に
つ
い
て
懇
談

し
た
が
要
領
を
え
ず
、建
会
式
に
も
招
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う﹇
山
本1929：

43；

森
岡
清
美；

井
上1982：

81

﹈。つ
い
で
同
年
一
〇
月
カ
ラ
ゾ
ル
ス
の
英

学
校
の
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
東
京
第
一
長
老
教
会
を
設
立
し
て
、
彼
を
仮

牧
師
に
選
ん
だ

七
五
年
一
月
長
老
会
の
管
下
に
入
る
）。
こ
う
し
て
東
京
築

地
に
二
つ
の
公
会
が
並
び
立
つ
こ
と
に
な
り
、翌
七
五
年
二
月
、東
京
公
会
々

員
安
川
亨
・
戸
田
忠
厚
ら
八
名
が
新
島
襄
の
教
派
主
義
に
感
染
し
東
京
第
一

長
老
公
会
に
転
籍
す
る
と
い
う
事
件
ま
で
起
っ
た﹇
井
上1982：

85

﹈。
し
か

も
、
先
述
の
公
会
合
同
の
夢
が
破
れ
た
同
年
四
月
、
横
浜
第
一
、
東
京
第
一

両
教
会
の
牧
師

長
老
お
よ
び
関
係
の
宣
教
師
が
出
席
し
、
Ｏ
・
Ｍ
・
グ
リ
ー

ン
を
議
長
と
し
て
中
会
が
開
催
さ
れ
、
長
老
教
会
が
京
浜
の
地
に
根
を
張
る

観
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、横
浜
公
会
の
長
老
本
多
庸
一

1849-1912

）が
故
郷
青
森
県
弘
前
で

伝
道
し
た
結
果
、「
信
徒
十
五
名
連
署
し
て
同
地
に
公
会
建
設
を
請
願
す
。
公

会
は
之
を
許
可
し
て
」と「
横
浜
公
会
旧
記
」が
伝
え
る
よ
う
に﹇
山
本1929：

53

﹈、東
京
公
会
の
設
立
時
と
同
じ
手
続
き
を
へ
て
公
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

は
、
公
会
条
例
の
制
定
以
前
で
長
老
教
会
の
中
会
に
相
当
す
る
も
の
が
形
成

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
弘
前
公
会
は

七
五
年

明
治
八
）一
〇
月
に
設
立
さ
れ

横
浜
・
東
京
両
公
会
に
つ
ぐ
第
三

の
公
会
と
な
っ
た
が
、
宣
教
師
イ
ン
グ(In

g
,J .,1840-1920)

の
感
化
に
よ

っ
て
翌
七
六
年
一
二
月
彼
の
属
す
る
米
国
美
以
教
会
に
移
っ
た
。
ま
た
、
同

年
四
月
、
日
本
人
教
会
の
政
治
が
宣
教
師
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
不

満
の
東
京
公
会
長
老
で
海
軍
教
授
の
粟
津
高
明
が
一
〇
数
名
の
会
員
と
と
も

に
脱
会
し
て
、
無
教
派
独
立
の
日
本
公
会
を
別
立
し
た
﹇
井
上1982：

95

﹈。

こ
の
よ
う
に
、
公
会
の
会
員
の
な
か
に
教
派
主
義
に
転
ず
る
者
、
逆
に
無
教

派
独
立
に
徹
し
て
脱
会
す
る
者
が
出
た
一
方
、
七
三
年
三
月
に
横
浜
第
一
浸

礼
教
会
、
七
四
年
九
月
に
は
静
岡
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
、
教
派
そ
れ
ぞ
れ
に
教
会
を
組
織
す
る
勢
い
が
増
大
す
る
な

か
で
、
長
老
制
の
公
会
お
よ
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
合
同
し
て
は
と
い
う

第
二
の
策
﹇
井
深1969：

378

﹈
が
浮
上
し
た
。

日
本
基
督
公
会
で
は
、
合
同
の
問
題
と
は
関
係
な
く
、
よ
り
周
到
な
公
会

条
例
編
成
の
た
め
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
日
本
人
信
徒
で
は
篠
崎
桂
之
助

ら
、
宣
教
師
で
は
タ
ム
ソ
ン
と
ミ
ラ
ー
を
委
員
に
指
名
し
た
。
こ
れ
に
対
応

し
て
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ヘ
ボ
ン
の
提
案
に
よ
っ
て
Ｏ
・
Ｍ
・
グ

リ
ー
ン
と
イ
ン
ブ
リ
ー

Im
b
ree ,W

.,1845-1928

）を
委
員
に
指
名
し
、
タ

ム
ソ
ン
お
よ
び
ミ
ラ
ー
と
会
同
し
て
、
教
会
合
同
の
件
を
議
し
か
つ
合
同
教

会
の
政
治
規
則
と
教
理
を
準
備
さ
せ
る
こ
と
に
決
し
た［

Im
b
ree 1914: 7］

。

こ
こ
で
、
合
同
の
予
備
会
議
を
構
成
し
た
四
人
の
宣
教
師
の
経
歴
を
素
描

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
タ
ム
ソ
ン
は
日
本
基
督
公
会
を
指
導
し
た
こ
と
か
ら

長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
俸
給
を
辞
退
し
、
米
国
公
使
館
の
翻
訳
官
兼
通
訳

と
な
っ
て
日
本
長
老
会
に
も
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
給
宣
教
師
と
し

て
籍
だ
け
は
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
。
ミ
ラ
ー
は
妻
の
女
子
教
育
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事
業
に
協
力
す
る
た
め
、
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
俸
給
を
辞
し
て
自
給
宣

教
師
と
な
り
、
七
五
年
七
月
妻
が
所
属
す
る
改
革
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
転
籍

し
て
い
た
。
し
か
し
、
両
人
と
も
長
老
教
会
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
会
し
た

四
人
全
員
が
同
じ
教
派
関
係
の
宣
教
師
と
い
う
こ
と
に
な
る
。う
ち
ミ
ラ
ー
、

グ
リ
ー
ン
、
イ
ン
ブ
リ
ー
の
三
人
は
三
〇
か
ら
三
二
歳
の
同
一
コ
ー
ホ
ー
ト

に
属
し
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
で
何
年
か
は
同
期

生
・
同
級
生
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
ミ
ラ
ー
の
父
母
と
イ
ン
ブ
リ
ー
の

父
母
は
き
ょ
う
だ
い
で
、
両
人
は
二
重
交
差
い
と
こ
の
関
係
に
あ
り
、
し
か

も
四
年
間
神
学
校
の
寮
で
ル
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
い
く

え
も
の
絆
で
結
ば
れ
た
四
人
の
会
議
で
、
日
本
に
お
け
る
両
派
の
合
同
に
つ

い
て
文
字
ど
お
り
ハ
ラ
を
割
っ
た
下
相
談
が
な
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。後
世
、

日
本
基
督
一
致
教
会
が
こ
の
四
者
の
予
備
会
談
で
発
足
し
た
と
評
さ
れ
る
の

も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る﹇
中
島
ほ
か2003：

90-100，
109-110，

132

-133

﹈。

予
備
会
議
に
基
づ
い
て
米
国
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
改
革

教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
同
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
、
後
者
は
直
ち
に
応
じ
て

［
Im
b
ree 1914：

6］

、
七
六
年

明
治
九
）五
月
一
六
日
、
長
老
派
ミ
ッ
シ
ョ

ン
か
ら
六
〇
歳
の
ヘ
ボ
ン
、
四
〇
歳
の
タ
ム
ソ
ン
、
そ
れ
に
新
鋭
の
グ
リ
ー

ン
、
イ
ン
ブ
リ
ー
と
バ
ラ(B

a
lla
g
h
,J .,1842-1920)

、
改
革
派
か
ら
六
五

歳
に
な
る
ブ
ラ
ウ
ン
と
四
三
歳
の
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
、三
七
歳
の
ス
タ
ウ
ト(S

to
u
t ,

H
.,1838-1912)

と
三
二
歳
の
ミ
ラ
ー
が
、横
浜
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
校
に
会
し

た
。
す
で
に
合
同
の
可
否
は
問
題
で
な
く
、
合
同
を
前
提
と
し
て
い
か
に
合

同
す
る
か
を
主
要
な
議
題
と
し
て
、
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
二
名
づ
つ
の
委
員
を
選

ん
で
合
同
教
会
の
信
条
お
よ
び
条
例
案
を
編
成
さ
せ
る
こ
と
、
同
じ
長
老
制

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
参
加
を
要
請
す

る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
米
国
長
老
派
か
ら
グ
リ
ー
ン
と
イ
ン

ブ
リ
ー
、
改
革
派
か
ら
タ
ム
ソ
ン
と
ミ
ラ
ー
と
い
う
予
備
会
談
出
席
の
四
人

全
員
、
そ
れ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
派
か
ら
マ
ク
ラ
レ
ン(M

cla
ren

,S
.

G
.,1840-

)

と
ワ
デ
ル(W

a
d
d
el ,H

.,1840-1901)

が
委
員
と
な
っ
て
草

案
づ
く
り
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
日
本
人
の
た
め
の
合
同
教
会
の
憲
法
案
編

成
作
業
が
日
本
人
を
正
委
員
に
加
え
る
こ
と
な
し
に
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ

は
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
協
同
作
業
で
あ
る
以
上
や
む
を
え
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

委
員
会
は
ま
ず
日
本
基
督
公
会
の
条
例
案
を
検
討
し
た
が
、
全
く
不
備
で

叩
き
台
に
も
な
ら
ぬ
と
し
て
斥
け
、
米
国
長
老
教
会
の
憲
法
を
基
礎
に
置
い

て
日
本
の
事
情
を
斟
酌
し
つ
つ
そ
の
条
文
を
取
捨
し﹇
山
本1929：

68

﹈、
信

条
は
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
か
ら
、
教
理
問
答
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老

教
会
か
ら
と
い
う
ふ
う
に
、
参
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
提
供
す
る
と
こ

ろ
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
で
、
信
仰
箇
条C

o
n
fessio

n o
f F
a
ith

・
政
治
規

則F
o
rm
 
o
f G

o
v
ern

m
en
t

・
懲
戒
条
例B

o
o
k
 
o
f D

iscip
lin
e

・
礼
拝
模

範D
irecto

ry fo
r th

e W
o
rsh

ip o
f G

o
d

か
ら
な
る
ブ
ラ
ウ
ン
い
う
と
こ

ろ
の
「
一
致
長
老
制
」
の
憲
法
草
案
の
編
成
を
終
え
た
﹇
高
谷1965：

308、

344
﹈。
こ
れ
を
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協
議
会T

h
e C

o
u
n
cil o

f T
h
ree M

issio
n
s

に
提
出
し
て
、
早
く
も
同
七
六
年
六
月
二
一
日
に
決
定
を
み
た
後
、
ヘ
ボ
ン

と
ミ
ラ
ー
が
篠
崎
の
補
佐
の
も
と
に
一
年
余
り
か
け
て
翻
訳
を
了
し［

Im
-
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b
ree 1914：

8］

、
日
本
長
老
教
会
お
よ
び
日
本
基
督
公
会
に
回
付
し
て
賛
成

を
求
め
た
。
両
教
会
で
は
双
方
と
も
憲
法
草
案
に
対
し
て
議
論
百
出
し
、
一

時
は
否
決
さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
妥
協
論
が
勝
を
制
し
て
採

択
に
至
っ
た
の
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
側
に
採
用
を
強
い
る
傾
き
が
あ
っ
た
か

ら
と
言
わ
れ
る﹇
井
深
梶
之
助1969：

390，
398；

山
本1929：

68

﹈。
か
く

て
、
翌
七
七
年

明
治
一
〇
）九
月
一
七
日
、
横
浜
海
岸
教
会

横
浜
公
会
）・

東
京
新
栄
橋
教
会

東
京
公
会
）・
上
田
公
会

七
六
年
一
〇
月
設
立
）・
長
崎

公
会

七
六
年
一
二
月
設
立
）の
四
公
会
を
も
つ
日
本
基
督
公
会
、
横
浜
第
一

長
老
公
会
・
東
京
第
一
長
老
教
会
・
法
典
長
老
教
会

七
五
年
一
二
月
設
立
）・

品
川
長
老
教
会

七
七
年
四
月
設
立
）・
大
森
長
老
教
会

七
七
年
七
月
設
立
）

の
五
教
会
を
も
つ
日
本
長
老
教
会
、お
よ
び
関
係
の
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン

米
国
長

老
教
会
・
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
）が
合
同

し
て
、
日
本
基
督
一
致
教
会U

n
io
n C

h
u
rch o

f C
h
rist in Ja

p
a
n

が
創
立

さ
れ
、
横
浜
海
岸
教
会
で
第
一
回
中
会
が
開
催
さ
れ
た

注
７
）。

採
択
さ
れ
た
日
本
基
督
一
致
教
会
憲
法

英
文
）と
米
国
長
老
教
会
憲
法
を

と
く
に
政
治
規
則
・
懲
戒
条
例
・
礼
拝
模
範
に
つ
い
て
比
較
す
れ
ば
、
前
者

は
後
者
を
範
と
し
て
こ
れ
を
取
捨
し
つ
つ
日
本
教
会
の
条
文
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
政
治
規
則
第
一
章「
教
会
ノ
事
」

は
母
教
会
条
文
の
丸
写
し
に
近
い
。
原
文
四
ヵ
条
の
う
ち
第
三
条
が
省
略
さ

れ
て
い
る
が
、
原
文
第
二
条
のu

n
iv
ersa

l ch
u
rch

に

v
isib

le

を
加
え
て

u
n
iv
ersa

l v
isib

le ch
u
rch

と
改
め
る
こ
と
で
、
第
三
条
の
意
味
を
実
質
的

に
第
二
条
に
吸
収
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。原
文
第
四
条

そ
の
丸
写
し

が
日
本
側
の
第
三
条
）は
、「
特
定
の
教
会p

a
rticu

la
r ch

u
rch

は
、
聖
書
の

教
え
に
ふ
さ
わ
し
く
神
を
拝
し
善
を
行
う
た
め
に
自
発
的
に
結
合
し
、
か
つ

所
定
の
政
治
形
態
に
従
う
、
何
人
か
の
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
そ
の
子
女
か
ら
な

る
」
と
規
定
し
て
、
目
に
見
え
る
「
一
部
の
教
会
」
の
単
位
で
あ
る
特
定
の

教
会
が
信
者
の
契
約
に
立
脚
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る［

P
resb

y
teria

n
 
C
h
u
rch

 
U
S
A
1950：

335-336；

日
本
基
督
教

会；
1975；

２
；

同1976：
17-18

﹈。

教
会
憲
法
の
採
択
に
当
た
っ
て
、
会
衆
派
と
の
合
同
の
壁
と
な
っ
た
教
会

政
治
の
件
が
全
く
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
議
論
が

沸
騰
し
た
点
は
、
一
致
教
会
の
創
立
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
東
京
一
致
神
学
校

に
井
深
梶
之
助
や
植
村
正
久
ら
と
共
に
入
校
し
て
第
一
期
生
と
な
っ
た
山
本

秀
煌
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
三
点
で
あ
り
﹇
山
本1929：

68-71

﹈、
宣
教
師
側
の

推
進
者
イ
ン
ブ
リ
ー
も
同
様
に
こ
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る［

Im
b
ree 1914：

8-10］

。

第
一
点
は
合
同
教
会
の
名
称
で
あ
っ
た
。「
日
本
基
督
公
会
」は
第
一
回
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
会
議
で
も
推
薦
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
が
、
教
職
志
願

者
で
は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
一
般
信
徒
で
も
優
勢
の
日
本
基
督
公
会
の
称

を
採
用
す
れ
ば
、
日
本
長
老
教
会
が
併
合
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
。
さ
り
と

て
多
数
の
賛
同
を
え
ら
れ
る
代
案
も
な
く
、
結
局
、
聖
書
翻
訳
委
員
が
原
語

の
エ
ク
レ
シ
ア
を
教
会
と
訳
し
た
こ
と
に
倣
っ
てC

h
u
rch

を
公
会
で
な
く
教

会
と
訳
す
る
と
共
に
、
こ
れ
に
「
一
致
」
の
修
飾
語
を
冠
し
て
日
本
基
督
一

致
教
会
と
決
定
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
主
に
日
本
人
信
徒
の
間
の
意
見
調
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整
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
第
二
、
第
三
の
問
題
は
宣
教
師
と
日
本
人
信
徒
と

の
間
で
起
き
た
。

第
二
は
政
治
規
則
の
問
題
で
あ
っ
た
。
個
別
の
教
会
ご
と
に
牧
師
と
二
名

以
下
の
長
老
か
ら
な
る
小
会
を
置
き
、
一
定
地
域
内
の
牧
師
全
員
と
各
小
会

一
名
づ
つ
の
長
老
か
ら
な
る
中
会

長
老
会
）を
そ
の
上
に
設
置
し
、
三
つ
以

上
の
中
会
を
蓋
う
地
域
に
中
会
と
同
じ
代
議
員
で
構
成
さ
れ
る
大
会
を
置
く

こ
と
は
、
長
老
制
を
採
用
す
る
以
上
問
題
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら

大
中
小
会
の
う
ち
、
中
会
は
聖
職
者
補
任
権
を
も
ち
、
中
会
の
代
議
員
は
大

会
の
代
議
員
で
も
あ
っ
て
憲
法
改
正
ま
で
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

宣
教
師
を
中
会
の
正
議
員
と
す
る
か
、
員
外
議
員
に
留
め
る
か
が
議
論
の
焦

点
と
な
っ
た
。
改
革
教
会
の
規
定
を
基
準
と
し
て
、
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣

教
師
も
本
国
母
教
会
の
長
老
会
も
し
く
は
中
会
に
籍
を
置
く
こ
と
と
し
た
た

め
、
日
本
の
合
同
教
会
の
中
会
で
は
員
外
議
員
た
る
べ
き
で
あ
る
が
、
大
多

数
の
宣
教
師
は
正
議
員
た
る
こ
と
を
要
求
し
て
止
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
宣
教

師
の
日
本
の
教
会
と
の
係
わ
り
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
の
待

遇
も
一
時
的
例
外
的
方
法
に
依
ら
ざ
る
を
え
ぬ
と
の
理
由
を
つ
け
て
、
宣
教

師
は
日
本
基
督
一
致
教
会
の
中
会
議
員
の
資
格
あ
り
と
決
ま
っ
た
。
中
会
に

つ
い
て
規
定
し
た
政
治
規
則
第
九
章
第
二
条
第
二
項
の
原
文
は
、

B
u
t m

issio
n
a
ries w

h
o a

ssen
t to th

e S
ta
n
d
a
rd
s o
f D

o
ctrin

e
 

a
n
d R

u
les o

f G
o
v
ern

m
en
t o
f th

is ch
u
rch sh

a
ll b

elo
n
g b

y
 

v
irtu

e o
f th

eir o
ffice .

﹇
日
本
基
督
教
会1975：

10

﹈

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
訳
し
た
邦
文
憲
法
の
対
応
す
る
箇
所
は
、

但
此
ノ
教
会
ノ
信
仰
箇
条
ト
其
政
治
ノ
規
則
ト
ヲ
承
諾
セ
シ
伝
道
使
ハ

其
ノ
職
柄
ニ
ヨ
リ
テ
此
ノ
会
ニ
与
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
﹇
日
本
基
督
教
会

1976：
23

﹈

と
あ
っ
て
、
原
文
で
は
疑
い
も
な
く
正
議
員
の
資
格
を
認
め
て
い
る
の
に
、

邦
訳
は
員
外
議
員
と
も
と
れ
る
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
訳
文
を
故
意

に
曖
昧
な
も
の
に
し
て
、
日
本
人
信
徒
の
抵
抗
を
か
わ
し
た
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
の
作
業
を
宣
教
師
が
主
導
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

翻
訳
に
当
た
っ
た
日
本
人
信
徒
が
協
力
し
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
し

か
も
、
懲
戒
条
例
の
適
用
に
お
い
て
、
宣
教
師
は
一
致
教
会
の
懲
戒
を
受
け

ず

受
け
る
と
す
れ
ば
母
教
会
の
懲
戒
）と
の
、
上
引
訳
文
に
附
合
す
る
了
解

の
も
と
に
あ
っ
て
、
彼
ら
は
教
会
外
に
お
い
て
と
同
様
、
日
本
基
督
一
致
教

会
内
に
お
い
て
も
事
実
上
治
外
法
権
を
保
有
し
た
。

第
三
は
信
仰
箇
条
の
問
題
で
あ
っ
た
。
日
本
基
督
公
会
が
か
ね
て
か
ら
聖

書
の
み
を
標
準
と
し
、
そ
の
要
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
福
音
同
盟
会
の
九

ヵ
条
の
信
条
を
添
付
す
る
に
止
ま
っ
た
の
は
、
欧
米
の
教
会
の
よ
う
に
複
雑

難
解
な
神
学
説
を
教
義
の
標
準
と
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
確
信
を
、
日
本
人

信
徒
が
自
ら
の
入
信
体
験
や
伝
道
経
験
を
と
お
し
て
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
他
方
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
協
議
会
は
、
本
国
教
会
の
教
義
の
標
準
を
自
分

た
ち
が
関
与
し
て
創
立
し
た
日
本
の
教
会
が
も
し
採
用
し
な
け
れ
ば
、
本
国

教
会
の
不
信
を
招
き
、
そ
の
支
援
を
え
る
う
え
で
障
害
と
な
る
と
し
、
ま
た

淑徳大学社会学部研究紀要 第39号 200534



大
抵
の
宣
教
師
も
教
義
標
準
は
船
の
バ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
重
み
を
つ
け
る
た

め
に
必
要
と
判
断
し
た
。
か
く
て
、
日
本
基
督
公
会
の
若
い
日
本
人
信
徒
た

ち
の
猛
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
が
日
本
語
で
は
読
ん
だ
こ
と
す
ら
な

い
ド
ル
ト
大
会
の
教
法
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
テ
ル
信
仰
箇
条
、
そ
し
て
耶
蘇

教
略
問
答
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
問
答
の
四
つ
を
信
仰
箇
条
と
す
る
こ
と
に
定

ま
っ
た
が
、「
凡
テ
ノ
会
吏
此
ノ
規
矩
ニ
反
セ
ル
教
ハ
之
ヲ
信
ズ
ル
ヲ
得
ズ
」

と
の
原
案
が
、「
之
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
又
之
ヲ
教
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル

ナ
リ
」“

a
ll o

ffice -b
ea
rers a

re req
u
ired n

o
t to tea

ch o
r m

a
in
ta
in

 
a
n
y d

o
ctrin

e co
n
tra
ry to sa

id S
ta
n
d
a
rd
s ”

と
の
一
歩
後
退
し
た
文

言
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
人
信
徒
の
激
し
い
反
対
の
成
果
で
あ
っ
た
﹇
明
治

学
院
百
年
史1976：

4

﹈。

一
八
七
五
年

明
治
八
）暮
れ
英
国
人
宣
教
医
パ
ー
ム(P

a
lm
,T
.

A
.,1848-1928)

に
請
わ
れ
て
伝
道
師
と
し
て
新
潟
に
赴
い
た
横
浜
公
会
長
老

押
川
方
義
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
塾
生
の
な
か
で
は
年
配
に
属
し
、
七
七
年
四
月
公

会
の
牧
師
選
挙
で
は
最
年
長
の
奥
野
昌
綱
と
同
数
の
最
多
票
を
え
た
こ
と
が

証
す
る
よ
う
に
、
伝
道
牧
会
の
力
量
に
お
い
て
衆
目
の
推
す
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
憲
法
草
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
時
、
彼
は
真
宗
王
国
新
潟
で
悪
戦
苦
闘

し
て
い
た
が
、
上
引
の
信
仰
箇
条
採
用
に
異
議
を
唱
え
、
断
然
新
教
会
か
ら

分
離
し
て
独
立
独
歩
の
道
を
選
ん
だ
。

ブ
ラ
ウ
ン
塾
・
タ
ム
ソ
ン
塾
出
身
の
若
い
日
本
人
信
徒
は
一
般
に
無
教
派

主
義
者
で
あ
り
、日
本
基
督
公
会
条
例
の
信
仰
箇
条
で
十
分
と
考
え
て
い
た
。

無
教
派
主
義
の
ほ
う
は
第
二
の
策
へ
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
や
む

を
え
な
い
と
し
て
も
、
合
同
の
手
順
か
ら
信
仰
箇
条
を
含
む
合
同
教
会
の
憲

法
編
成
の
全
般
に
わ
た
っ
て
宣
教
師
主
導
で
進
め
ら
れ
、
日
本
人
信
徒
は
同

調
を
強
い
ら
れ
る
思
い
の
な
か
で
新
教
派
が
成
立
し
た
。
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
人
的
財
的
情
報
的
支
援
な
し
に
新
教
派
を
運
営
で
き
な
い
現
実
が
そ
の
背

景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
ブ
ラ
ウ
ン
塾
時
代
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
学

費
援
助
を
断
っ
た
押
川
﹇
井
深
梶
之
助1969：

275

﹈
ら
し
く
、
合
同
教
会
か

ら
分
離
す
る
道
を
選
ん
だ
の
は
、
新
潟
に
在
っ
て
憲
法
草
案
採
択
の
事
情
に

疎
か
っ
た
た
め
だ
け
で
な
い
だ
ろ
う
。
押
川
の
よ
う
な
挙
に
出
る
こ
と
を
避

け
た
若
者
も
多
か
れ
少
な
か
れ
屈
折
し
た
挫
折
感
を
懐
い
た
こ
と
を
、
山
本

の
つ
ぎ
の
総
括
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

要
す
る
に
此
の
合
同
一
致
教
会
の
成
立
は
、
宣
教
々
師
主
人
と
な
り
て

之
れ
が
一
切
の
献
立
を
な
し
、
日
本
人
は
客
人
と
な
り
て
そ
の

応
に

あ
づ
か
り
し
が
如
く
、
そ
の
西
洋
式
料
理
の
教
義
や
規
則
を
丸
呑
に
し

て
消
化
し
兼
ね
た
る
観
あ
る
極
め
て
不
自
然
の
も
の
な
り
き
。﹇
山
本

1929：
71

﹈

五
、
宣
教
師
と
日
本
人
信
徒
を
繫
い
だ
人
々

日
本
人
の
合
同
教
会
を
樹
立
す
る
に
当
た
り
、
宣
教
師
主
導
の
も
と
に
英

語
原
文
の
憲
法
を
邦
訳
し
て
採
用
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
い
か
に
し
て
出
現

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
は
既
述
の
と
お
り
日
本
伝
道
が
外
国
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
依
存
す
る
ほ
か
な
い
当
時
の
状
況
で
あ
る
が
、
関
与
し
た
団
体
や
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人
々
の
い
か
な
る
意
思
が
い
か
よ
う
に
か
ら
み
あ
っ
て
こ
れ
を
生
起
せ
し
め

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
観
察
の
焦
点
を
遠
景
か
ら
近
景
に
移
し
て
そ
の
具
体
相

を
素
描
し
て
み
よ
う
。

三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣
教
師
群
が
担
っ
た
合
同
教
会
創
立
の
流
れ
の
、
中
心

を
な
し
た
の
は
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
選
ば
れ
た
六
名
の
憲
法
草
案
編
成
委
員

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
は
日
本
伝
道
の

日
が
浅
く
、
宣
教
実
績
も
未
だ
し
の
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
名
の
委
員
は

お
相
伴
と
い
っ
て
も
よ
く
、
米
国
二
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
四
名
が
主
と
な
っ
た
の

は
争
い
え
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
・
神
学
校
出
身
の
三

人
の
結
束
が
固
く
、
こ
れ
に
支
え
ら
れ
て
そ
の
一
人
の
イ
ン
ブ
リ
ー
が
委
員

会
の
要
の
位
置
に
立
っ
た
。
三
人
と
も
同
一
コ
ー
ホ
ー
ト
と
い
う
も
の
の
イ

ン
ブ
リ
ー
が
三
〇
歳
で
最
も
若
く
、
そ
の
う
え
来
日
は
七
五
年
で
三
人
中
最

も
新
参
で
あ
っ
た
。
委
員
で
は
な
い
が
最
古
参
の
ブ
ラ
ウ
ン
や
ヘ
ボ
ン
と
は

親
子
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
こ
の
新
参
者
が
、
ど
う
し
て
憲
法
編
成
委
員

会
の
中
核
と
な
り
、
関
係
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣
教
師
群
を
牽
引
し
て
い
け
た
の

だ
ろ
う
か
。

イ
ン
ブ
リ
ー
の
先
祖
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
数
代
に
わ
た
っ
て
長
老
教
会

の
牧
師
を
勤
め
、
米
国
移
住
二
代
目
の
父
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
を
出
て

長
老
教
会
の
牧
師
と
な
り
、
多
年
長
老
教
会
海
外
伝
道
局
主
事
の
要
職
に
在

っ
た
人
物
で
あ
る
。
イ
ン
ブ
リ
ー
自
身
首
席
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
を
卒

業
し
、
師
友
の
期
待
を
一
身
に
集
め
る
新
進
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
折
し
も
日

本
で
は
、
タ
ム
ソ
ン
と
ミ
ラ
ー
の
在
日
ミ
ッ
シ
ョ
ン
離
脱
問
題
、
宣
教
師
間

の
感
情
的
対
立
な
ど
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、
本
国
伝
道
局
は
そ

の
意
図
を
体
し
て
事
態
を
収
拾
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
長
老
教
会

の
教
職
者
養
成
体
制
を
構
築
で
き
る
人
材
と
し
て
イ
ン
ブ
リ
ー
に
白
羽
の
矢

を
立
て
、一
般
の
宣
教
師
は
当
人
所
属
の
長
老
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

彼
は
と
く
に
伝
道
局
が
直
接
任
命
し
て
日
本
に
送
っ
た
の
で
あ
る
﹇
中
島
ほ

か2003：
48，

71，
87，

130-136

﹈。
こ
う
し
て
来
日
す
る
や
、
若
輩
の
新

参
者
で
あ
っ
た
が
、
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
プ
リ
ン
ス
と
し
て
の
後
光
と

特
派
宣
教
師
と
し
て
の
権
威
を
背
に
、忽
ち
宣
教
師
関
連
の
懸
案
を
解
決
し
、

つ
い
で
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
中
最
も
優
勢
な
長
老
教
会
の
事
実
上
の
代
表
と
し
て
、

憲
法
草
案
編
成
委
員
会
を
主
導
し
教
会
合
同
の
難
事
業
を
成
功
さ
せ
た
。
あ

る
時
、「
君
が
来
る
ま
で
は
、
我
々
の
言
う
事
が
と
ん
と

ボ
ー
ド

本
国

伝
道
局
）に
通
ら
な
か
っ
た
が
、
君
が
来
て
か
ら
は
、
我
ら
の
言
う
こ
と
は
何

で
も
通
る
よ
う
に
な
っ
た
」“

B
efo

re y
o
u ca

m
e w

e g
o
t n
o
th
in
g
,
b
u
t

 
a
fter y

o
u ca

m
e w

e g
o
t ev

ery
th
in
g
”

と
、
長
老
教
会
最
古
参
の
ヘ
ボ

ン
が
イ
ン
ブ
リ
ー
に
漏
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
﹇
井
深
梶
之
助1969：

379

﹈。
伝
道
局
幹
部
の
意
向
を
徹
底
的
に
諒
解
し
か
つ
諸
事
情
を
手
に
取
る

よ
う
に
明
瞭
に
承
知
し
て
、
幹
部
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
か
ち
え
て
い
る
彼
に

し
て
初
め
て
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
日
本
人
信
徒
の
側
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
七
七

年

明
治
一
〇
）一
〇
月
三
日
、
日
本
基
督
一
致
教
会
の
第
一
回
中
会
が
開
催

さ
れ
た
際
、
小
川
義
綏
・
奥
野
昌
綱
・
戸
田
忠
厚
の
長
老
三
名
が
按
手
礼
を

受
け
て
教
師
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
日
本
人
初
の
教
師
で
あ
る
。
つ
い
で
七
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八
年
四
月
に
開
か
れ
た
第
二
回
中
会
で
は
さ
ら
に
も
う
一
人
安
川
亨
が
教
師

に
任
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
横
浜
の
ブ
ラ
ウ
ン
塾
、
東
京
の
タ
ム
ソ
ン
塾
・
カ
ラ

ゾ
ル
ス
塾
等
を
へ
て
開
校
早
々
の
東
京
一
致
神
学
校
に
学
ん
だ
人
々
な
ど
一

三
名
が
教
師
試
補
に
任
ぜ
ら
れ
た﹇
山
本1929：

75

﹈。
こ
の
一
七
名
に
開
校

当
初
の
神
学
校
生
徒
あ
る
い
は
公
会
長
老
と
し
て
氏
名
が
別
途
記
録
さ
れ
て

い
る
者
一
二
名
を
加
え
、
年
齢
不
詳
の
者
三
名
を
除
い
た
二
六
名
を
も
っ
て

合
同
教
会
発
足
時
六
二
三
名
を
算
し
た
日
本
人
信
徒
の
中
核
部
分
た
る
神
学

生
二
五
名［

Im
b
ree

1914：
12］

に
相
当
す
る
者
と
み
な
し
、
そ
の
属
性
を

観
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二
六
名
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
旧
幕
臣
か
い
わ
ゆ
る
戦
敗
藩
・
出
遅
れ
藩
出

身
の
士
族
、
藩
儒
・
藩
医
の
子
で
あ
る
が
、
年
齢
に
着
目
す
れ
ば
四
四
歳
以

上
の
二
人
と
三
二
歳
以
下
の
二
四
人
に
区
分
さ
れ
る
。
前
者
は
宣
教
師
第
一

世
代
と
い
う
べ
き
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
バ
ラ
、
タ
ム
ソ
ン

以
上
、
四
〇
〜
六

五
歳
）の
日
本
語
教
師
や
新
約
聖
書
の
翻
訳
助
手
を
勤
め
、や
や
早
期
に
タ
ム

ソ
ン

長
老
）・
ブ
ラ
ウ
ン

改
革
）か
ら
受
洗
し
て
、
横
浜
公
会
・
東
京
公
会

の
長
老
と
な
っ
た
小
川
と
奥
野
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
の
ほ
と
ん
ど
が
三
〇

歳
未
満
で
二
〇
歳
代
が
過
半
を
占
め
、
大
多
数
は
ブ
ラ
ウ
ン
・
バ
ラ

改
革
）・

タ
ム
ソ
ン
か
ら
、
少
数
は
宣
教
師
第
二
世
代
の
ス
タ
ウ
ト

改
革
）・
カ
ラ
ゾ

ル
ス

長
老
）・
ル
ー
ミ
ス

長
老
）・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ス
ン

D
a
v
id
so
n
,R
.

Y
.,1846-1909,

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
派
、こ
れ
を
除
き
三
六
〜
三
七
歳
）よ
り
、

聖
書
を
学
ん
で
七
二
〜
七
六
年
に
受
洗
し
、
開
校
早
々
の
東
京
一
致
神
学
校

生
徒
と
な
り
、
来
日
し
て
日
な
お
浅
い
専
任
教
師p

erm
a
n
en
t in

stru
cto

r

イ
ン
ブ
リ
ー
、
ア
メ
ル
マ
ン(A

m
erm

a
n
,J .L

.,1843-1928,

改
革
）お
よ

び
マ
ク
ラ
レ
ン

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
派
、
以
上
三
〇
〜
三
五
歳
）か
ら
神
学
の

専
門
教
育
を
受
け
た
人
々
で
あ
っ
た
。

自
分
た
ち
が
憲
法
を
選
定
し
こ
れ
を
押
し
つ
け
た
印
象
な
し
と
し
な
い
宣

教
師
側
と
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
思
い
の
日
本
人
信
徒
と
の
ズ
レ
は
、
三
〇
歳

代
の
宣
教
師
第
二
世
代
と
二
〇
歳
代
を
中
心
と
す
る
若
手
の
日
本
人
神
学
生

と
の
間
に
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
神
学
を
勉
強
中
の
日
本
人
青
年
信
徒
た

ち
で
も
、
七
四
年
七
月
の
横
浜
公
会
信
徒
に
よ
る
近
国
伝
道
、
七
五
年
六
月

以
降
の
東
京
新
栄
橋
教
会
信
徒
に
よ
る
巡
回
説
教﹇
山
本1929：

34

﹈、
神
学

生
に
よ
る
開
拓
伝
道
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
己
の
入
信
体
験
に
加
え
て

厳
し
い
伝
道
経
験
を
積
ん
で
い
た
か
ら
、
日
本
で
の
伝
道
経
験
が
な
い
に
等

し
い
宣
教
師
の
神
学
で
武
装
し
た
説
得
に
容
易
に
追
随
で
き
な
か
っ
た
の
は

無
理
も
な
い
。
し
か
し
、
異
教
的
伝
統
の
も
と
異
教
的
環
境
の
な
か
で
入
信

し
て
よ
り
僅
か
数
年
の
経
歴
し
か
な
い
青
年
信
徒
で
は
、
世
紀
を
へ
た
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
統
と
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
、
教
派
正
統
神
学
で
鍛
え
ら
れ

た
「
先
生
」
に
は
所
詮
歯
が
立
た
な
い
。
両
者
は
神
学
校
で
師
弟
の
関
係
に

あ
っ
た
。

宣
教
師
第
一
世
代
は
、教
派
主
義
者
の
ヘ
ボ
ン
で
さ
え
先
述
の
よ
う
に「
ボ

ー
ド
」
に
申
請
し
て
も
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
し
、
超
教
派
主
義
者
の
ブ

ラ
ウ
ン
は
本
国
伝
道
局
に
申
請
し
て
も
俸
給
の
送
付
を
受
け
え
ず
﹇
高
谷

1965：
305-306

﹈、
バ
ラ
や
タ
ム
ソ
ン
も
日
本
基
督
公
会
へ
の
協
力
を
認
許

さ
れ
な
か
っ
た﹇
山
本1929：

42

﹈。
彼
ら
は
本
国
伝
道
局
か
ら
十
分
信
頼
さ
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れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
半
面
、
日
本
人
信
徒
や
求
道
者
か
ら
大

き
な
尊
敬
と
厚
い
信
頼
を
か
ち
え
、彼
ら
の
人
柄

人
徳
が
日
本
人
求
道
者
を

惹
き
つ
け
、
そ
の
入
信
を
媒
介
し
た
の
で
あ
る
。

宣
教
師
第
二
世
代
、
と
く
に
日
本
基
督
一
致
教
会
創
立
を
主
導
し
た
新
来

日
宣
教
師
た
ち
は
本
国
伝
道
局
か
ら
深
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ブ
リ
ー

は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。
来
日
が
憲
法
草
案
編
成
の
間
に
合
わ
な
か
っ
た
ア

メ
ル
マ
ン
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
度
重
な
る
要
請
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
教
職

者
養
成
の
た
め
に
派
遣
さ
れ﹇
高
谷1965：

300，331；

井
深
梶
之
助1969：

363

﹈、
ブ
ラ
ウ
ン
塾
で
教
え
た
後
、
米
国
長
老
教
会
を
代
表
す
る
イ
ン
ブ
リ

ー
と
並
ん
で
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
の
代
表
と
し
て
東
京
一
致
神
学
校
の
専
任

教
師
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
本
国
伝
道
局
に
忠
実
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
だ
け
に
、
日
本
人
神
学
生
と
の
間
に
心
情
的
な
疎
隔
が
生
じ
、

神
学
生
た
ち
に
疎
外
感
を
与
え
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
友
好
的

に
繫
ぎ
う
る
か
ど
う
か
が
、
新
し
い
合
同
教
会
の
順
調
な
展
開
を
左
右
し
た

に
違
い
な
い
。

両
者
の
潜
在
的
疎
隔
を
、
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
未
然
に

埋
め
る
作
用
を
し
た
の
は
、
神
学
教
授
の
通
訳
や
そ
の
著
書
の
翻
訳
を
担
当

し
た
神
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
ミ
ラ
ー
著
『
日
本
国
キ
リ
ス
ト
一
致
教
会
政

治
規
則
』
の
翻
訳
者
篠
崎
桂
之
助
、
ア
メ
ル
マ
ン
著
『
日
本
基
督
一
致
教
会

礼
拝
模
範
』
未
発
掘
）の
翻
訳
者
植
村
正
久

1858-1925

）、
ア
メ
ル
マ
ン
著

『
教
会
政
治
』

東
京
一
致
神
学
校
、1885

）、
イ
ン
ブ
リ
ー
著
『
日
本
基
督

教
会
憲
法
釈
義
』
明
治
学
院
、1893

）の
翻
訳
者
井
深
梶
之
助

1854-1940

）

と
い
う
、
神
学
生
中
多
数
を
占
め
た
ブ
ラ
ウ
ン
塾
出
身
者
の
代
表
と
も
い
う

べ
き
人
々
に
そ
の
事
績
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
己
の
立
身
の
た

め
に
有
力
な
宣
教
師
に
す
り
よ
っ
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会

を
堅
固
に
育
成
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
優
秀
な
宣
教
師
の
指
導
に
俟
た
ね
ば

な
ら
ぬ
と
確
信
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
人
の
う
ち
最
年
長
の

旧
幕
臣
の
子
篠
崎

二
三
歳
）は
、
バ
ラ
塾
以
来
ブ
ラ
ウ
ン
か
ら
と
く
に
嘱
望

さ
れ
た
塾
生
の
一
人
で
横
浜
公
会
の
長
老
の
任
に
あ
っ
た
人
材
で
あ
る
が
、

憲
法
草
案
成
っ
て
僅
か
三
ヵ
月
後
に
死
去
し
た
。
最
年
少
の
旧
幕
臣
の
子
植

村

一
七
歳
）も
篠
崎
同
様
早
く
か
ら
頭
角
を
現
し
、
後
に
伝
道
活
動
と
文
筆

活
動
に
よ
り
日
本
基
督
教
会
の
柱
石
と
な
っ
た
。
彼
は
マ
ク
ラ
レ
ン
の
講
義

を
通
訳
し
、
ま
た
そ
の
著
書
を
翻
訳
し
た﹇
明
治
学
院1977：

69，
77

﹈。
ブ

ラ
ウ
ン
塾
で
従
僕
取
締
を
勤
め
た
旧
会
津
藩
重
臣
の
子
井
深
は
、
東
京
一
致

神
学
校
在
籍
中
ア
メ
ル
マ
ン
、
つ
い
で
イ
ン
ブ
リ
ー
の
講
義
通
訳
と
な
り
、

卒
業
後
は
彼
ら
が
著
述
し
た
何
点
も
の
神
学
テ
キ
ス
ト
を
翻
訳
し
た
。
前
記

は
そ
の
一
冊
を
例
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
く
に
九
歳
上
の
イ
ン
ブ
リ
ー
と

は
最
初
は
師
弟
、
つ
い
で
同
僚
、
最
後
に
は
親
友
と
い
う
、
一
方
な
ら
ぬ
関

係
を
結
ん
だ
。井
深
は
彼
を
追
悼
す
る
講
演
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
京
一
致
神
学
校
で
）始
め
の
二
年
間
は

イ
ン
ブ
リ
ー
）博
士
を
先
生

と
し
て
、
そ
の
懇
到
に
し
て
明
快
な
る
講
義
を
聴
き
、
明
治
十
四
年
以

来
は
、
一
致
神
学
校
教
授
会
の
成
員
と
し
て
、
共
に
神
学
生
教
育
の
事

に
与
り
、
明
治
十
九
年
に
明
治
学
院
が
設
立
せ
ら
る
る
や
、
尚
共
に
神
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学
部
教
授
と
し
て
、
亦
学
院
全
体
の
理
事
と
し
て
、
相
共
に
提
携
し
て

来
た
次
第
で
、
そ
の
関
係
は
、
尋
常
一
様
の
師
弟
の
関
係
、
若
し
く
は

友
人
の
関
係
と
の
み
言
い
得
ま
せ
ん
。﹇
井
深
梶
之
助1969：

367-368

﹈

中
軸
に
こ
の
よ
う
な
同
志
的
協
働
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
宣
教
師

団
と
日
本
人
教
職
者
団
と
の
意
思
疎
通
と
連
携
が
成
り
立
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
人
初
の
神
学
校
専
任
教
師
と
な
っ
た
井
深
が
ヘ
ボ
ン
か
ら
も
深
く
信
頼

さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
が
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
学
院
初
代
総
理
に
推
挙

さ
れ
た
時
、
井
深
を
副
総
理
と
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
に

学
ぶ
彼
の
帰
国
を
待
っ
て
出
来
う
る
限
り
早
い
時
期
に
交
替
す
る
こ
と
を
条

件
に
就
任
を
引
き
受
け
た
と
い
う
、逸
話
一
つ
取
っ
て
も
明
白
で
あ
ろ
う﹇
中

島
ほ
か2003：

22

﹈。
井
深
は
憲
法
草
案
の
審
議
中
、
父
大
病
の
た
め
一
時
帰

省
し
て
そ
の
評
議
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
信
仰
箇
条
の
う
ち
ド
ル
ト
大
会

の
教
法
と
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
テ
ル
信
仰
告
白
を
受
容
し
た
の
は
全
く
形
式
上

に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
の
二
つ
を
教
会
政
治
規
則
の
前

文
か
ら
削
除
す
る
こ
と
を
後
の
日
本
基
督
一
致
教
会
の
中
会
に
動
議
し
た
と

こ
ろ
、
宣
教
師
側
の
反
撃
に
遇
っ
て
あ
え
な
く
否
決
さ
れ
る
と
い
う
一
幕
が

あ
っ
た﹇
井
深
梶
之
助1969：

448；

明
治
学
院
百
年
史1976：

4

﹈。
井
深
が

宣
教
師
団
の
信
任
を
え
て
い
た
一
方
で
、
日
本
人
教
職
団
の
信
任
も
厚
か
っ

た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
明
治
学
院
の
総
理
と
し
て
も
、
井
深
は
宣
教
師（
ミ

ッ
シ
ョ
ン
）
方
に
の
み
味
方
せ
ず
、
ま
た
日
本
の
教
会
の
自
給
独
立
を
強
く

主
張
す
る
日
本
人
方
に
の
み
味
方
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
心
を
局
外
に
置
い

て
両
者
の
緩
衝
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
難
局
を
切
り
抜
け
た
と
許
さ
れ
る

﹇
沖
野2004：

27

﹈。井
深
は
宣
教
師
側
と
日
本
人
教
職
者
側
双
方
の
信
任
を

受
け
て
、
教
育
活
動
と
教
派
運
営
の
両
面
で
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
日
本
基
督

教
会
の
柱
石
と
な
っ
た
。

註⑴

一
八
七
二
年
四
月
一
三
日

土
）の
ソ
サ
ヤ
テ
ー

講
会
）で
決
ま
っ
た
﹇
井
上

1982：
41

﹈。
日
本
人
は
こ
れ
を
漢
文
と
し
て
読
み
、
中
国
宣
教
の
経
験
が
あ
る

初
期
の
宣
教
師

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
ヘ
ボ
ン
）は
中
国
語
と
し
て
読
む
こ
と
が

で
き
た
か
ら
﹇
小
川1977：

44

﹈、
聖
書
翻
訳
と
同
じ
要
領
で
ま
ず
漢
字
が
両
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
っ
た
こ
と
、そ
し
て
公
会
定
規
は
バ
ラ
の
案

文
を
も
と
に
日
本
人
信
徒
が
起
草
し
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑵

本
稿
と
同
じ
テ
ー
マ
を
論
じ
た
文
献
は
お
お
む
ね
「
無
教
派
」
と
「
超
教
派
」

と
を
同
義
に
用
い
て
い
る
が
、
筆
者
は
「
無
教
派
」
と
は
ど
の
既
存
教
派
に
も
所

属
し
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
日
本
人
信
徒
の
立
場
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
「
超
教
派
」
と
は
教
派
に
所
属
し
な
が
ら
教
派
の
垣
根
を
越
え
た

協
力
提
携
さ
ら
に
合
同
を
志
向
す
る
こ
と
、し
た
が
っ
て
宣
教
師
の
立
場
を
表
明

す
る
も
の
と
し
て
区
別
し
た
い
。
し
か
し
、
超
教
派
の
宣
教
師
も
所
属
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
離
脱
す
れ
ば
無
教
派
と
な
り
、
無
教
派
も
展
開
の
過
程
で
「
無
教
派
」
と
い

う
教
派
に
転
生
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、こ
の
区
別
は
発
達
の
初
期
の
段
階
に
の
み

有
効
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
教
派
的
性
格
を
異
教
国
に

導
入
し
な
い
こ
と
、教
会
が
自
給
し
自
治
を
実
現
す
る
よ
う
信
徒
た
ち
を
訓
練
す

る
こ
と
を
、
派
遣
し
た
宣
教
師
に
指
令
し
て
い
た
と
い
う
﹇
土
肥1975：

102

﹈。

し
か
し
、そ
の
支
援
の
も
と
に
現
地
で
結
成
さ
れ
た
教
会
が
超
教
派
的
な
立
場
を

維
持
で
き
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

⑶

一
九
七
二
年

明
治
五
）ま
で
に
来
日
し
て
京
浜
で
活
動
し
た
宣
教
師
の
間
に
、
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教
派
の
伝
統
を
重
視
す
る
人
々
と
、教
派
の
垣
根
を
超
え
た
協
力
を
重
視
す
る
人
々

と
の
、
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。
長
老
派
の
ヘ
ボ
ン
と
カ
ラ
ゾ
ル
ス
、
そ
れ
に
本

稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
改
革
派
の
フ
ル
ベ
ッ
キ(V

erv
eck

,G
.H
.F
.,1830

-98)

は
前
者
で
、
と
く
に
カ
ラ
ゾ
ル
ス
は
強
硬
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
革

派
の
ブ
ラ
ウ
ン
と
バ
ラ
、
長
老
派
の
タ
ム
ソ
ン
・
ル
ー
ミ
ス
・
ミ
ラ
ー
、
会
衆
派

の
グ
リ
ー
ン
は
後
者
に
属
し
た
﹇
中
島
ほ
か2003：

44，
67，

83

﹈。
前
者
は
教

派
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
通
常
の
姿
勢
で
あ
る
か
ら
説
明
は
要
ら

な
い
が
、
説
明
が
求
め
ら
れ
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
濃
密
な
異
教
派
経

験
が
超
教
派
的
姿
勢
を
導
い
た
と
の
仮
設
を
立
て
、事
績
を
点
検
す
る
と
つ
ぎ
の

よ
う
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン

超
教
派
の
マ
ン
ソ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
中
等
教
育
を
受

け
、
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
在
学
時
代
長
老
教
会
に
属
し
、
前
後
八
年
に
わ
た
る
中
国

派
遣
を
経
験
し
、
そ
の
時
代
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ヘ
ボ
ン
と
会
い
、
来
日
す
る
や

暫
く
ヘ
ボ
ン
夫
婦
と
神
奈
川
成
仏
寺
で
同
宿
し
、
ヘ
ボ
ン
、
バ
ラ
、
タ
ム
ソ
ン
と

共
に
横
浜
英
学
所
で
英
語
を
教
え
、
ヘ
ボ
ン
、
グ
リ
ー
ン
と
協
力
し
て
新
約
聖
書

の
翻
訳
に
従
事
し
た
。

Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
神
学
校
在
学
中
に
ブ
ラ
ウ
ン
か

ら
ア
ジ
ア
宣
教
の
呼
び
か
け
を
聞
き
、
来
日
す
る
や
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
住
む

成
仏
寺
に
寓
居
し
、
と
も
に
横
浜
英
学
所
で
教
え
た
。

Ｄ
・
タ
ム
ソ
ン

米
国
で
の
所
属
教
会
が
長
老
派
の
な
か
で
も
超
教
派
的
傾
向

を
も
つ
長
老
教
会
で
あ
り
、
来
日
す
る
や
ブ
ラ
ウ
ン
、
バ
ラ
夫
婦
と
成
仏
寺
で
同

宿
し
、
と
も
に
横
浜
英
学
所
で
教
え
た
。

Ｈ
・
ル
ー
ミ
ス

両
親
が
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
属
し
、
姉
に
連
れ
ら
れ
て
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
に
通
い
、
長
老
派
で
も
新
派
に
属
す
る
オ
ー
バ
ン
神
学
校
に
学
び
、

妻
の
二
歳
上
の
兄
が
会
衆
派
の
グ
リ
ー
ン
と
い
う
、多
教
派
交
錯
の
経
験
の
持
ち

主
。Ｅ

・
Ｒ
・
ミ
ラ
ー

来
日
ま
で
は
長
老
派
の
伝
統
の
な
か
で
純
粋
培
養
さ
れ
た

が
、
改
革
派
の
女
性
宣
教
師
キ
ダ
ー
と
出
会
い
、
結
婚
し
て
彼
女
の
女
子
教
育
事

業
に
協
力
す
る
こ
と
を
志
し
た
こ
と
が
決
定
的
だ
っ
た
。

Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン

来
日
直
後
京
浜
で
ヘ
ボ
ン
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
、
タ
ム
ソ
ン

と
交
わ
り
、
神
戸
に
移
転
し
て
か
ら
も
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
聖
書
翻
訳
事
業
に

加
わ
っ
て
、
義
弟
ル
ー
ミ
ス
始
め
京
浜
在
住
の
長
老
派
・
改
革
派
宣
教
師
と
親
交

を
結
ん
だ
。

⑷

宣
教
師
が
超
教
派
活
動
に
深
入
り
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ン
の
給
与
を
辞
退
し
た
場

合
、
日
本
人
信
徒
に
給
与
を
肩
代
わ
り
す
る
経
済
力
が
な
い
か
ら
、
別
途
自
活
の

道
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。ブ
ラ
ウ
ン
は
修
文
館
教
師
の
契
約
期
限
が

切
れ
た
後
家
塾
の
授
業
料
に
依
存
し
、聖
書
翻
訳
事
業
に
打
ち
込
ん
で
か
ら
は
米

国
聖
書
協
会
の
給
与
を
頼
り
と
し
た﹇
高
谷1965：

337

﹈。
バ
ラ
は
学
校
で
教
え

﹇
明
治
学
院
百
年
史1976：

３

﹈、
タ
ム
ソ
ン
は
日
本
長
老
会
へ
の
参
加
を
断
っ

た
後
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
同
窓
の
駐
日
公
使
ビ
ン
ガ
ム
と
の
縁
故
で
米
国
公
使

館
の
翻
訳
官
兼
通
訳
に
採
用
さ
れ
て
、
収
入
の
道
を
確
保
で
き
た
﹇
中
島
ほ
か

2003：
46

﹈。
グ
リ
ー
ン
は
聖
書
翻
訳
事
業
に
専
念
す
る
た
め
東
京
に
転
居
し
て

か
ら
は
聖
書
協
会
よ
り
給
与
を
受
け
た
﹇
高
谷1965：

325-326

﹈。

七
三
年

明
治
六
）一
〇
月
、横
浜
公
会
長
老
奥
野
と
東
京
公
会
長
老
小
川
が
二

旬
に
わ
た
る
最
初
の
総
武
両
州
回
村
伝
道
を
実
施
し
た
時
、伝
道
経
費
と
し
て
ミ

ラ
ー
か
ら
二
〇
両
を
受
け
と
っ
た
。
ま
た
、
翌
七
四
年
七
月
、
横
浜
公
会
が
青
年

信
徒
を
静
岡
・
栃
木
・
房
総
・
箱
根
へ
伝
道
に
派
遣
し
た
時
、
奥
野
が
宣
教
師
た

ち
か
ら
伝
道
資
金
五
八
円
を
贈
与
さ
れ
た
﹇
井
上1982：

70、
80

﹈。
伝
道
に
関

す
る
経
費
も
信
徒
の
自
給
で
な
く
、
宣
教
師
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

七
五
年
七
月
、横
浜
公
会
の
会
堂
が
建
設
さ
れ
て
日
本
伝
道
の
本
格
的
な
拠
点

が
出
現
し
た
。
建
築
費
は
一
万
ド
ル
、
収
入
内
訳
と
し
て
、
四
五
〇
〇
ド
ル
は「
隣

家
住
家
の
家
税
」、
二
五
〇
〇
ド
ル
は
バ
ラ
に
よ
る
米
国
で
の
募
金
、
一
〇
〇
〇

ド
ル
は
ハ
ワ
イ
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
お
よ
び
英
国
の
一
商
人
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
は
米

国
初
代
公
使
ハ
リ
ス
、
五
〇
〇
ド
ル
は
現
公
使
プ
リ
ュ
イ
ン
、
残
り
の
五
〇
〇
ド

ル
は
内
国
人
の
寄
付
と
い
う
﹇
井
上1982：

88

﹈。
内
国
人
と
は
か
り
に
日
本
人

信
徒
の
こ
と
と
し
て
も
、
寄
与
分
は
総
額
の
二
〇
分
の
一
に
止
ま
る
。（
建
築
費

と
収
入
内
訳
に
つ
い
て
は
佐
波1937：

443-444

も
参
照
の
こ
と
）

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
信
徒
は
宣
教
師
給
与
・
伝
道
経
費
の
一
切
、
会
堂
建
築
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費
の
ほ
と
ん
ど
を
外
国
宣
教
師
に
、そ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

⑸

一
八
七
七
年
一
〇
月
の
日
本
基
督
一
致
教
会
第
一
回
中
会
に
提
出
さ
れ
た
憲
法

案
は「
日
本
国
キ
リ
ス
ト
一
致
教
会
政
治
規
則
」と
呼
ば
れ
る﹇
佐
波1938：

144；

日
本
基
督
教
会1976：

17

﹈。
原
文
のJa

p
a
n

を
「
日
本
国
」
と
訳
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
場
合
「
国
」
に
特
別
の
意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
公
会
条
例

第
二
条
例
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑹

デ
ビ
ス
は
一
致
教
会
と
組
合
教
会
の
合
併
が
画
策
さ
れ
白
熱
的
な
議
論
が
闘
わ

さ
れ
て
い
た
一
八
八
九
年

明
治
二
二
）の
段
階
で
、長
老
制
と
会
衆
制
は
全
く
異

種
の
教
会
政
治
で
あ
る
か
ら
中
間
の
路
線
は
あ
り
え
ず
、歩
み
よ
ろ
う
と
し
て
も

変
則
長
老
制
か
変
則
会
衆
制
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。何
れ
か
を
採
用
す
る
に
つ

い
て
両
教
会
総
員
の
賛
同
が
え
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、合
併
の
計
画
は
し
な
い

ほ
う
が
よ
い
と
の
、慎
重
論
い
な
合
併
反
対
論
を
公
表
し
て
い
る﹇
デ
ビ
ス1889

﹈。

⑺

英
語
名
称
は
最
初U

n
io
n C

h
u
rch

で
あ
っ
た
が
、
一
両
年
後
バ
ラ
の
提
案
で

U
n
ited C

h
u
rch

と
改
め
ら
れ
た［

Im
b
ree

1914: 8-9］

。

創
立
当
初
の
日
本
基
督
一
致
教
会
の
所
属
教
会
別
教
勢
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
宣
教
師
団
で
は
米
国
長
老
教
会
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
教
職
希
望
者
の
約
八

割
、
信
徒
の
約
六
〜
七
割
を
日
本
基
督
公
会
系
が
占
め
た
。

文

献

D
a
v
is ,

J .M
.,

1916,
D
avis:

S
old
ier
 
M
ission

ary
.
B
o
sto
n
:
P
ilg
rim

 
P
ress .

デ
ビ
ス
、
Ｊ

Ｄ

一
八
八
九
「
組
合
教
会
政
治
略
説
」
本
間
重
慶
・
宮
川
経
輝
編

『
組
合
一
致
合
併
問
題
に
就
て
の
意
見
』
日
本
組
合
基
督
教
会
、
１

31
。

土
肥
昭
夫
、
一
九
七
五
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
成
立
と
展
開
』
日
本
基
督

教
団
出
版
局
。

G
reen

e ,E
.B
.,

1927,
A
 
N
ew
-E
n
glan

d
er
 
in
 
Japan

:
D
an
iel C

rosby
 

G
reen

e
.
B
o
sto
n
:
H
o
u
g
h
to
n M

ifflin
.

井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
刊
行
委
員
会
編
、一
九
六
九『
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
』

第
一
巻
、
明
治
学
院
。

表 日本基督一致教会の教勢（1878年４月３日現在）

教 会 名
創立

年月日

会 員 数

総会員 現員 時点(月末)

授洗人数

授洗 期間

出 入 金

入金 出金 差引 期間
長老氏名 備 考

横浜海岸教会 72.３.10
人

186

人

163
77.10

人

24
６ヵ月 110円77銭 95円17銭 15円59銭 ６ヵ月 熊野雄七 ＊旅行中56人を含む

Ａ
東京新栄橋教会 73.９.20 239 127 77.10 25６ヵ月 78.32 66.37

ママ

12.48
６ヵ月 北原義道 ＊旅行中17人を含む

上田公会 76.10.８ 36 78.２ 90.86 ６ヵ月 稲垣 信

長﨑公会 76.12.23 16 19 78.３ 212ヵ月 30.13 42.85 11.71 12ヵ月 瀬川 浅

横浜第一長老教会 74.９.13 80 61 78.３ 28.75 21.33
ママ

7.02
南小柿洲吾

東京第一長老教会 74.10.18 108 103 78.３ 27６ヵ月 42.84 42.31 52 ６ヵ月 相良

Ｂ 法典長老教会 75.12.28 28 28 78.３ 13.18 12.82 36 ６ヵ月 武藤 千葉県東葛飾郡法典村

品川長老教会 77.４.11 23 77.12 15.17 15.93 75 ９ヵ月 鈴木

大森長老教会 77.７.22 41 77.12 13.00 13.00 0 ６ヵ月 富塚 千葉県印旛郡大森村

麴町教会 77.11.３ 44 78.３ 11.88 8.90 ５ヵ月 吉田信好

浅草教会 77.10.10 49 78.３ 16.20 16.53 32 ５ヵ月 石井 ＊旅行中２人を含む
Ｃ

牛込教会 77.11.17 64 78.３ 14.02 12.86 1.15 ４ヵ月 藤田尽吾

両国教会 77.12.８ 38 78.３ 8４ヵ月 15.93 ３ヵ月 松﨑 連

資料 佐波1938ａ：150～152．（1878年４月３日の中会における各教会の景況報告）

註１．Ａ４教会は旧日本基督公会系、Ｂ５教会は旧日本長老教会系、Ｃ４教会は日本基督一致教会創立中会で設立承認、うち上から１～３は公会系、

３，４はスコットランド長老教会系。

２．会員・授洗人数は子どもを含む。総会員数に転入を加え、転出と死亡を除いて現員数をえた。
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Im
b
ree ,

W
.,
1914,

C
h
u
rch U

n
ity in

 
Japan

.
W
.
Im
b
ree .

井
上
平
三
郎
、
一
九
八
二
『
日
本
基
督
教
会
横
浜
海
岸
教
会
史
年
表

１

（
一
八

〇
六
年
｜
一
八
七
七
年
）』
改
革
社
。

井
上
平
三
郎
、
一
九
八
三
『
浜
の
と
も
し
び
｜
横
浜
海
岸
教
会
初
期
史
考
｜
』
キ
リ

ス
ト
新
聞
社
。

小
崎
弘
道
編
、
一
九
二
四
『
日
本
組
合
基
督
教
史
』
未
定
稿
）、
日
本
組
合
基
督
教

会
。

明
治
学
院
編
・
発
行
、
一
九
七
七
『
明
治
学
院
百
年
史
』。

明
治
学
院
百
年
史
委
員
会
編
・
発
行
、
一
九
七
六
『
明
治
学
院
百
年
史
資
料
集
』
第

四
集
。

森
岡
清
美
、
一
九
七
〇
『
日
本
の
近
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
』
評
論
社
。

森
岡
清
美
、
二
〇
〇
四
「
明
治
前
期
に
お
け
る
士
族
と
キ
リ
ス
ト
教
」『
淑
徳
大
学

社
会
学
部
研
究
紀
要
』
三
八
号
、
125

169
。

中
島
耕
二
、
二
〇
〇
〇
「
Ｗ
・
イ
ン
ブ
リ
ー
と
米
国
長
老
教
会
の
日
本
伝
道
」
明
治

学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
『
紀
要
』
三
二
号
、
65

141
。

中
島
耕
二
・
辻
直
人
・
大
西
晴
樹
、
二
〇
〇
三
『
長
老
・
改
革
教
会
来
日
宣
教
師
事

典
』
新
教
出
版
社
。

中
村

敏
、
一
九
八
四「
日
本
初
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
及
ぼ
し
た
福
音
同

盟
会
の
影
響
」『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
三
八
集
、
１
〜
45
。

日
本
基
督
教
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
・
発
行
、
一
九
七
五
『
日
本
基
督
教
会
歴
史
資

料
集
』
㈡
﹇
日
本
基
督
一
致
教
会
憲
法
英
文
原
本
﹈。

日
本
基
督
教
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
・
発
行
、
一
九
七
六
『
日
本
基
督
教
会
歴
史
資

料
集
』
㈢
﹇
明
治
初
期
教
会
憲
法
規
則
﹈。

日
本
基
督
教
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
・
発
行
、
一
九
八
二
『
日
本
基
督
教
会
歴
史
資

料
集
』
㈥
﹇
Ｗ
・
Ｍ
・
イ
ン
ブ
リ
ー
『
日
本
伝
道
事
始
め
』﹈。

小
川
圭
治
、
一
九
七
七
「
公
会
主
義
｜
そ
の
理
念
と
運
命
｜
㈠
」『
東
京
女
子
大
学

比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
八
巻
、
32

48
。

沖
野
岩
三
郎
、
二
〇
〇
四
「
局
外
中
立
」
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
編
・
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Establishment of a Protestant Denomination in the EarlyMeiji Period:
The Case of United Church of Christ in Japan

 

Kiyomi MORIOKA

 

The first generation of Japanese Christians who organized Protestant churches at
 

Yokohama and Tokyo in the Restoration Period made special efforts to remain free of
 

any denominational orientations and controls brought by American missionaries, and
 

instead,tried to combine themselves with churches in the Kobe and Osaka arera set up
 

under the guidance of the American Board (Congregational)missionaries. After this
 

church union attempt resulted in a failure,they selected the second best,namely to form
 

a denomination by uniting with churches in the Tokyo area of the same Presbyterian
 

polity,and established United Church of Christ in Japan in1877under the leadership of
 

missionaries.The present paper pursues the dynamic process of development paying a
 

special attention to the enactment of the church constitution and interactions among
 

missionaries and Japanese leading Christians.
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